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【市の人口・世帯】 〈2月1日現在〉 

156,796人 ＋110
（男） 77,854人 ＋51
（女） 78,942人 ＋59
世帯 

人口 
前月比 前年同月比 人数/世帯数 

60,988世帯 ＋104

＋1,709
＋843
＋866
＋1,496

【市の予算】 〈2月1日現在〉 
一 般 会 計＝370億5,055万6千円 
特別・企業会計＝417億4,426万4千円 

　平成２０年市議会第１回定例会が、２月２１日�午後１時から開会される予定です□問 総務課�７１５０－６０６７
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５
歳
ま
で
の
患
者
が
過
半
数

　

寒
さ
も
続
き
、
空
気
の

乾
燥
か
ら
風
邪
が
は
や
っ

て
い
ま
す
。
平
日
の
夜
間

の
急
病
に
対
応
す
る
た
め
、

昨
年　

月
に
開
設
し
た「
平

１０

日
夜
間
診
療
所
」。開
始
か

ら
早
や
４
カ
月
半－

。
こ

れ
ま
で
２
４
７
人
（
１
月

末
現
在
）
の
方
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ

た
方
は
、
０
〜
５
歳
ま
で

の
方
が　

パ
ー
セ
ン
ト
と

５５
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１
月　

日
、
市
役
所
４

３０

階
議
場
で
初
の
女
性
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
市
政
へ

の
女
性
の
参
画
や
、
ま
ち

づ
く
り
に
女
性
の
視
点
か

ら
提
案
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
昨
春
か
ら
準
備
を
進

め
て
き
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
公
募
等
に

よ
る
女
性
議
員　

人
が
一

１９

般
質
問
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
質
問
に
対
し
て
井
崎

市
長
を
は
じ
め
特
別
職
、

担
当
部
局
長
が
答
弁
し
ま

し
た
。

　

女
性
議
員
の
皆
さ
ん
は
、

初
の
女
性
議
会
開
く

男
女
共
同
参
画
社
会
目
指
し
て

も
の
で
す
。
急
に
具
合
の

悪
く
な
っ
た
方
に
応
急
手

当
を
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
同
診
療
所
で
は
、
処

方
す
る
薬
は
原
則
一
日
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。
翌
日

も
治
療
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
は
、
診
療
情

報
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
を
持
っ
て
主
治
医
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
診
療
科
目
は
内
科
、

小
児
科
で
す
が
、
医
師
が

交
代
制
の
た
め
専
門
で
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
電

話
で
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

診
療
は
月
〜
土
曜
日
の

午
後
７
時
〜
９
時
（
受
け

付
け
は
８
時　

分
）
ま
で

３０

で
す
。
な
お
、
平
日
夜
間

・
休
日
診
療
所
で
は
、
今

回
ご
紹
介
し
た
平
日
夜
間

の
ほ
か
日
曜
・
祝
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
受

け
付
け
は
午
前
中
が　

時
１１

　

分
、午
後
は
４
時　

分
）

３０

３０

ま
で
、
ま
た
、
歯
科
に
つ

い
て
も
日
曜
・
祝
日
の
午

前
９
時
〜
正
午
（
受
け
付

け
は　

時　

分
）
ま
で
診

１１

３０

療
し
て
い
ま
す
。
同
診
療

所
の
所
在
地
は
、
市
保
健

セ
ン
タ
ー
内
で
、
交
通
は

初
石
駅
か
ら
徒
歩
約
８
分

ま
た
は
流
山
お
お
た
か
の

森
駅
か
ら
ぐ
り
ー
ん
バ
ス

で
保
健
セ
ン
タ
ー
前
下
車
。

直
通
電
話
は
�
７
１
５
５

―
３
４
５
６
で
す
。

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

流山等がモデル地域に流山等がモデル地域に

がん患者の苦痛緩和へがん患者の苦痛緩和へ

　

が
ん
患
者
の
心
身
の
苦

痛
を
和
ら
げ
る
緩
和
ケ
ア

を
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
効
果
的
に
提
供
で
き
る

　医療と行政の連携を医療と行政の連携を

昨
年
７
月
、
８
月
に
研
修

会
を
受
講
。
９
月
に
は
平

成　

年
市
議
会
第
３
回
定

１９
例
会
を
傍
聴
、
通
告
書
の

作
成
な
ど
の
勉
強
会
も
行

っ
て
き
ま
し
た
。　

月
に

１１

正
副
議
長
を
選
出
。
一
般

質
問
の
練
習
な
ど
も
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

開
会
前
に
は
、
議
場
ミ

ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ

れ
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
子
育
て
支
援
や

女
性
の
管
理
職
登
用
な
ど

女
性
の
視
点
で
の
質
疑
も

数
多
く
行
わ
れ
、
満
席
の

傍
聴
席
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
メ
モ
を
取
り
な
が

ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
模
様
は
、

当
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス

で
も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
女
性
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
開
催
な
ど
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
た
各
種
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

　市ホームページの
バナー広告を募集　

　市では、ホームページに掲載する平成２０年度の
バナー広告を募集します。市ホームページに掲載
の応募要領をご確認の上、3月１０日までにお申し
込みください。詳細は問い合わせを。

　【市ホームページへの広告掲載応募要領】
　▽広告の規格＝天地６０ピクセル×左右１５０ピク
セル（画像はＧＩＦ８９A形式、容量４ＫＢ以内）
▽掲載料（月額）＝１枠２０,０００円▽掲載位置＝市
が指定した場所▽申込書＝市ホームページからダ
ウンロードできます
 ※ホームページのバナー広告や封筒類の広告な
どは、市民の皆さんからいただいたご提言により
実現したものです
　□問 秘書広報課�７１５０－６０６３

よ
う
厚
生
労
働
省
は
、
平

成　

年
度
か
ら
全
国
４
地

２０
域
で
研
究
を
始
め
る
に
当

た
り
、
２
月
４
日
、
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
東
病
院
の

江
角
浩
安
院
長
が
井
崎
市

長
を
訪
問
、
流
山
市
へ
の

協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
モ
デ
ル
は
、
①

山
形
県
鶴
岡
市
・
三
川
町
、

②
浜
松
市
、
③
長
崎
市
、

　

「
地
域
の
観
光
や
歴
史

を
訪
ね
な
が
ら
、
地
元
の

お
店
で
買
い
物
も
…
」と
、

商
工
会
で
は
、
初
の
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
流
山

市
商
工
会
北
部
支
部
と
江

戸
川
台
支
部
で
流
北
エ
リ

ア
マ
ッ
プ
作
成
委
員
会

（
北
部
＝
鈴
木
馨
委
員

長
、
江
戸
川
台
＝
荒
川
満

洲
雄
委
員
長
）を
組
織
し
、

昨
年
夏
か
ら
取
材
や
広
告

依
頼
な
ど
を
重
ね
て
き
た

も
の
で
す
。
マ
ッ
プ
は
、

Ａ
４
変
型
版
カ
ラ
ー　

ペ
２０

ー
ジ
で
、
商
店
街
（
会
）

情
報
を
は
じ
め
自
然
や
歴

史
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
の
地
域
振
興
活

性
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

事
業
の
一
環
と
し
て
３
万

部
を
作
成
。
対
象
エ
リ
ア

の
北
部
地
域
に
２
月
中
の

新
聞
折
り
込
み
、
一
部
の

公
共
施
設
で
の
配
布
な
ど

を
通
じ
、
広
く
手
に
と
っ

て
い
た
だ
く
考
え
で
す
。

　

同
作
成
委
員
会
で
は
、

「
買
い
物
を
し
た
り
、
近

所
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

た
り
、
名
所
を
訪
ね
た
り

す
る
参
考
に
マ
ッ
プ
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

を
散
策
す
る
こ
と
で
健
康

づ
く
り
に
も
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

　

□問
 

流
山
市
商
工
会
�
７

１
５
８
―
６
１
１
１

商
工
会
が
マ
ッ
プ
作
成

北
部
地
域
で
取
材
か
ら
広
告
ま
で

　女性の視点で一般質問女性の視点で一般質問

過
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
た
方
の
ア
ン

｢

ケ
ー
ト
で
は
、 

明
朝
ま

で
待
つ
の
が
不
安
だ
っ
た

｣
｢

の
で
安
心
し
た 
、 

対
応

の
仕
方
を
教
え
て
も
ら
っ

て
助
か
っ
た
」、「
平
日
夜

間
・
休
日
診
療
所
が
開
設

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
と
て

も
心
強
い
」
な
ど
の
ご
意

見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
平
日
夜
間
診
療
は
、

流
山
市
医
師
会
や
薬
剤
師

会
の
皆
さ
ん
に
、
一
日
の

診
療
等
を
終
え
た
後
、
急

病
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

　１９人の女性議員が一般質問１９人の女性議員が一般質問

　情報満載の手づくりマップ情報満載の手づくりマップ

そ
し
て
④
流
山
市
・
柏
市

・
我
孫
子
市
の
４
地
域
で

す
。
緩
和
ケ
ア
を
普
及
さ

せ
る
た
め
、
今
春
か
ら
３

年
間
、
地
域
医
療
と
連
携

し
、
相
談
所
の
開
設
や
講

演
会
の
開
催
、
広
報
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
く
計
画

で
す
。

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

急病の患者さんの応急手当を行う平日夜間　急病の患者さんの応急手当を行う平日夜間・・休日診療所休日診療所
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平成２０年２月１５日（金曜日）　　　（　）２第１１５６号

　

環
境
省
が
平
成　
１９

年
６
月
に
作
成
し
た

「
一
般
廃
棄
物
処
理
有
料

化
の
手
引
き
」に
よ
る
と
、

ご
み
袋
の
容
量
１
リ
ッ
ト

ル
当
た
り
１
〜
２
円
程
度

の
手
数
料
と
す
る
こ
と
で
、

ごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみ
減減減減減減減減減減
量量量量量量量量量量
化化化化化化化化化化
をををををををををを
考考考考考考考考考考
ええええええええええ
るるるるるるるるるる

ご
み
減
量
化
を
考
え
る

皆
様
の
お
尋
ね
に
答
え
ま
す

　

パ
ー
セ
ン
ト
強
の
ご
み

１０排
出
抑
制
の
効
果
が
見
ら

れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
は
、　

リ
ッ
ト

４５

ル
（
大
型
）
の
ご
み
袋
の

料
金
を　

円
以
上
と
し
て
、

４０

ご
み
有
料
化
を
実
施
し
た

都
市
の
ご
み
量
の
変
化
を

表
し
て
お
り
、
有
料
化
を

実
施
後
、
明
ら
か
に
ご
み

排
出
量
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

Ｑ.

ご
み
処
理
を

有
料
化
し
て
、ご

み
は
本
当
に
減
り

ま
す
か
？

　

市
で
は
昨
年　

月
９
日
、
ご
み
処
理
有
料

１１

化
の
検
討
に
つ
い
て
、
流
山
市
廃
棄
物
の
減

量
及
び
適
正
処
理
等
に
関
す
る
条
例
第
７
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
流
山
市
廃
棄
物
対
策
審

議
会
へ
諮
問
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
広
報

な
が
れ
や
ま
「
平
成　

年
１
月　

日
号
」
に

２０

１５

続
き
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
ご
み
処

理
有
料
化
」
に
関
す
る
ご
質
問
の
い
く
つ
か

を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
み
処
理
有
料
化

の
方
法
と
し
て
は
、

収
集
す
る
ご
み
袋
を
指
定

し
、
手
数
料
を
上
乗
せ
し

て
販
売
す
る
方
法
、
あ
る

い
は
、
ご
み
袋
に
貼
付
す

る
シ
ー
ル
を
販
売
す
る
方

法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
有

料
化
し
て
い
る
市
町
村
の

大
部
分
は
、
ご
み
袋
に
上

乗
せ
す
る
方
法
を
取
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
料
金
の
体
系
と

し
て
は
、
排
出
量
に
応
じ

て
手
数
料
を
負
担
す
る

「
排
出
量
単
純
比
例
型
」

や
、
排
出
量
が
一
定
量
を

超
え
る
と
負
担
を
増
加
さ

せ
る
「
排
出
量
多
段
階
比

例
型
」、排
出
量
が
一
定
量

に
な
る
ま
で
は
手
数
料
が

無
料
と
な
る
「
一
定
量
無

料
型
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

制
度
の
分
か
り
や
す
さ
な

ど
か
ら
、「
排
出
量
単
純
比

例
型
」
を
採
用
し
て
い
る

市
町
村
が
約
９
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。

□問 リサイクル推進課
�７１５７－８２５０

A.

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

Ｑ.

ご
み
処
理
の
有

料
化
と
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
う
も

の
で
す
か
？

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

Ｑ.

ご
み
処
理
の
有
料

化
に
は
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
か
？

　

ご
み
処
理
の
有
料

化
に
は
、『
ご
み
の
排

出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
』、『
ご
み
を
た
く
さ

ん
出
す
人
が
多
く
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
、
公
平
感

が
増
す
』、『
住
民
が
も
の

を
買
う
際
に
ご
み
に
な
り

や
す
く
な
い
か
、
ま
た
、

ご
み
を
出
す
と
き
に
減
ら

せ
な
い
か
考
え
る
機
会
が

多
く
な
る
』、『
資
源
ご
み
の

料
金
を
安
く
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ご
み
分
別
の
徹
底

が
図
ら
れ
や
す
く
な
る
』

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、『
住
民
の
負

担
が
増
す
』、『
不
法
投
棄

な
ど
が
増
加
す
る
恐
れ
が

あ
る
』
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
ご
み
処
理
有

料
化
の
検
討
や
ご
み
減
量

化
の
方
策
に
つ
い
て
、
皆

さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
提
案

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ご
意
見
等
は
、
〒
２
７

０
―
０
１
７
４
流
山
市
下

花
輪
１
９
１
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課
へ
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
（risaikuru@

city
.n
ag
arey

am
a.

chiba.jp

）で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

廃棄物対策審議会 
２２日、リサイクルプラザで

～傍聴できます～

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�　

２２

１３

時　

分
〜
（
傍
聴
受
け
付
け

３０

　

時
〜
）
▽
場
所
＝
リ
サ
イ

１３ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽

内
容
＝
循
環
型
社
会
形
成
の

た
め
の
ご
み
処
理
有
料
化
に

つ
い
て（
諮
問
）に
係
る
審
議

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―
８
２
５
０

　有料化を実施している
東京都日野市の指定ごみ
袋［左から、小（２０Ｌ）、中
（３０Ｌ）、大（４０Ｌ）の各袋］

旧
清
美
園
の
焼
却
施
設

解
体
・
撤
去
工
事
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
旧
清
美
園
再

整
備
事
業
と
し
て
、
旧
焼

却
施
設
の
解
体
・
撤
去
工

事
と
、
し
尿
お
よ
び
浄
化

槽
汚
泥
や
剪
定
枝
を
併
せ

て
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
す
る

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

の
建
設
工
事
等
の
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
旧
焼
却
施

設
の
解
体
・
撤
去
工
事
に

つ
い
て
は
、
昨
年　

月
に

１１

一
般
競
争
入
札
を
実
施
し

た
結
果
、
鹿
島
建
設
�
が

落
札
し
、　

月　

日
に
工

１２

１７

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
市
議
会
の
議
決
を
得

て
、
今
月
中
に
は
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

工
事
の
実
施
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
市
が
策
定
し

た
「
焼
却
施
設
解
体
・
撤

去
計
画
」
に
基
づ
き
、
近

隣
住
民
の
皆
さ
ま
の
安
全

が
確
保
さ
れ
、
周
辺
環
境

等
へ
配
慮
す
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
等
の
漏
洩
防
止
対
策
等

が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る

か
常
時
監
視
し
て
い
く
な

ど
、
安
全
対
策
に
は
万
全

を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

【
工
事
概
要
】

　

▽
場
所
＝
こ
う
の
す
台

地
先
▽
解
体
施
設
＝
旧
焼

却
施
設
▽
解
体
施
設
の
建

築
面
積
＝
約
１
３
８
０
㎡

▽
請
負
業
者
＝
�
鹿
島
建

設
▽
完
了
予
定
日
＝
平
成

　

年　

月　

日

２０

１１

３０

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　旧清美園の焼却施設（こうのす台）

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
基

礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
約
５
０
０
０
万

件
の
記
録
に
つ
い
て
、
基

礎
年
金
番
号
の
記
録
と
結

び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記

録
が
出
て
き
た
方
に
、
昨

年　

月
か
ら
「
ね
ん
き
ん

１２
特
別
便
」
を
順
次
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

　

松
戸
社
会
保
険
事
務
所

で
は
、「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
が
送
付
さ
れ
た
方
を

対
象
に
、
次
の
と
お
り
出

張
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
２
月　

日
�
、

２１

３
月　

日
�
▽
時
間
＝　

１９

１０

時
〜　

時　

分
▽
場
所
＝

１５

３０

流
山
市
役
所
（
第
２
庁
舎

３
階
）
※
相
談
に
際
し
ま

し
て
、
送
付
さ
れ
た
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」、年
金
手

帳
、
年
金
証
書
（
受
給
者

の
方
）、印
か
ん
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
本

人
以
外
の
方
が
相
談
さ
れ

る
場
合
に
は
、
ご
本
人
が

署
名
捺
印
し
た「
委
任
状
」

の
ほ
か
、
相
談
に
来
ら
れ

る
方
の
身
分
を
確
認
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

　

□問
 

松
戸
社
会
保
険
事
務

所
�
０
４
７
―
３
４
５
―

５
５
２
５

還付金詐欺にご注意を！
　電話で社会保険事務所や保険事務所を名
乗り、｢医療費の還付や払い戻し」などの
手続きを装う詐欺の被害が出ています。
　急な振込みを要求する電話にご注意くだ
さい。
　□問 安心安全課�７１５０－６３１２

『ねんきん特別便』が『ねんきん特別便』が
送付された皆様へ送付された皆様へ

出張相談会のお知らせ出張相談会のお知らせ

窓口サービス・業務など
アンケートにご協力を

　市では、迅速な対応や分かりやすい説明など、市民
の皆さんに満足していただけるよう、常に窓口サービ
ス・業務の向上に努めています。今回も昨年同様に、
窓口サービス・業務の現状について把握するため「窓
口サービスアンケート」を実施しますので、市役所に
来庁の際にはご協力をお願いします。
　▽実施期間＝２月１５日�～２月２８日�（土・日曜を
除く）▽アンケート回答方法＝市役所第１・第２・第
３庁舎の出入り口付近および各課カウンターに設置の
アンケート用紙に記入の上、各庁舎の出入り口付近に
備え付けのアンケート回収箱に投函してください。※
アンケートの集計結果は、市役所情報公開コーナー、
市ホームページで公開する予定です

　□問 行政改革推進課�７１５０－６０７８

ごみ量の変化（％） 有料化前後のごみ量の変化（４０円を超える都市） 
１２０ 

１００ 

８０ 

６０ 

４０ 
有料化 
開始年度 

北海道室蘭市（Ｈ１０.１０/９０円） 

東京都日野市（Ｈ１２.１０/９０円） 

熊本県八代市（Ｈ１１.４/５０円） 

東京都青梅市（Ｈ１０.１０/５４円） 

長野県上田市（Ｈ８.７/７５円） 

※（　）内は有料化導入年月および 
　大袋（４５Ｌ）１枚の料金です 

（注）有料化導入前年を１００％とする 

－３　－２　－１　　　＋１　＋２　＋３　＋４　＋５　＋６　＋７ 
年度 
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環境省｢一般廃棄物処理有料化の手引き」（平成１９年６月）より

A.

A.
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今
月　

日
か
ら
、
市
・

１８

県
民
税
の
申
告
や
所
得
税

の
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま

す
。
申
告
期
限
の
３
月　
１７

日
ま
で
の
月
曜
か
ら
金
曜
、

お
よ
び
２
月　

日
と
３
月

２４

２
日
の
日
曜
も
相
談
・
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。
申

告
は
早
め
に
済
ま
せ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

松
戸
税
務
署
で
は
、
確

定
申
告
の
相
談
・
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。
市
役
所

で
は
①
市
・
県
民
税
の
申

告
②
給
与
所
得
者
や
年
金

所
得
者
で
年
末
調
整
を
行

っ
て
い
な
い
方
の
確
定
申

告
③
扶
養
控
除
、
社
会
保

険
料
控
除
、
医
療
費
控
除

等
の
簡
易
な
確
定
申
告
に

つ
い
て
、
自
書
作
成
に
関

す
る
相
談
と
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
期
間

中
は
「
市
・
県
民
税
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
」
の
受
け
付
け
も

行
い
ま
す
。

　

市
役
所
で
の
相
談
・
受

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

付
時
間
は
９
時　

分
か
ら

３０

　

時
ま
で
と
、　

時
か
ら

１２

１３

　

時
ま
で
で
す
。
な
お
、

１６申
告
の
相
談
を
す
る
方
が

多
い
場
合
は
、
相
談
の
受

付
時
間
を　

分
か
ら
１
時

３０

間
前
に
締
め
切
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ゆ
と
り
を
持

っ
て
早
め
に
来
庁
す
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
役
所
庁
舎
前

駐
車
場
が
狭
く
、
期
間
中

は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
※
青
色
申
告
や
譲
渡

所
得
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
、
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
、
相
続
税
、
贈

与
税
の
相
談
、
税
務
署
の

判
断
等
を
伴
う
も
の
は
、

松
戸
税
務
署
で
受
け
付
け

ま
す

申
告
書
は
パ
ソ
コ
ン 

で
も
作
成
で
き
ま
す

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.n
ta.

g
o.jp

）
の
「
所
得
税
の
確

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ

ー
」
で
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

□問
 

市
・
県
民
税
に
つ
い

て
…
市
民
税
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
３
／
所
得
税

に
つ
い
て
…
松
戸
税
務
署

�
０
４
７
―
３
６
３
―
１

１
７
１

市
特
定
疾
病
に
療
養
見
舞
金

３
月　

日
ま
で
に
申
請
を

３１

確定申告期間中に確定申告期間中に

臨時駐車場を開設臨時駐車場を開設

　

確
定
申
告
の
期
間
中

は
、
市
役
所
の
庁
舎
前

駐
車
場
が
大
変
混
み
合

う
こ
と
か
ら
、
臨
時
駐

車
場
を
開
設
し
ま
す

（
案
内
図
参
照
）。

　

確
定
申
告
な
ど
で
駐

車
時
間
が
長
く
な
る
方

は
、
臨
時
駐
車
場
を
利

用
す
る
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

▽
臨
時
駐
車
場
の
開
設

期
間
＝
２
月　

日
�
〜
３

１８

月　

日
�
（
土
・
日
曜
を

１７
除
く
）
▽
開
設
時
間
＝
８

時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

２０

　

※
開
設
時
間
以
外
は
施

錠
を
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

　

市
特
定
疾
病
に
該
当
す

る
療
養
者
ま
た
は
そ
の
保

護
者
の
方
に
、
市
か
ら
見

舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

見
舞
金
の
支
給
額
は
、
入

院
・
通
院
に
関
わ
ら
ず
療

養
者
１
人
に
つ
き
年
額
４

万
円
で
す
。

　

支
給
対
象
と
な
る
特
定

疾
病
は
、
別
表
の
と
お
り

で
す
。
ご
自
身
の
症
状
等

が
対
象
疾
病
と
な
る
か
は
、

掛
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

▽
支
給
条
件
＝
流
山
市

特
定
疾
病
で
療
養
し
て
い

る
方
で
、
支
給
月
の
属
す

る
年
の
１
月
１
日
現
在
に

本
市
の
住
民
記
録
台
帳
に

記
載
が
あ
る
方
▽
支
給
額

＝
年
額
４
万
円
▽
支
給
月

＝
毎
年
３
月
末
▽
必
要
書

類
＝
病
名
を
証
明
で
き
る

診
断
書
等
、
療
養
者
ま
た

は
保
護
者
の
預
金
通
帳（
郵

便
局
は
不
可
）
※
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

　

流
山
市
水
道
事
業
で
は

平
成　

年
４
月
か
ら
、
納

２０

入
通
知
書
発
行
日
、
納
入

期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日

を
別
表
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
現
行
の
「
検

針
か
ら
お
支
払
い
ま
で
の

業
務
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

を
見
直
し
、
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
業
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
に

変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
口
座
振
替
の
方
】

　

こ
れ
ま
で
振
替
日
が
検

針
月
の
翌
月
８
日
で
あ
っ

た
方
の
新
振
替
日
は
、
検

針
月
の
月
末
日
に
変
更
と

な
り
ま
す
（
�例
 
　

検
針
日

料
金
の
口
座
振
替
日
な
ど

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

が
４
月
の
場
合
…
現
行
の

振
替
日
は
５
月
８
日→

新

振
替
日
は
４
月　

日
）。

３０

　

【
銀
行
窓
口
等
で
納
付

の
方
】

　

こ
れ
ま
で
納
入
通
知
書

（
納
付
書
）
の
発
行
日
は

検
針
月
の
下
旬
で
し
た
が
、

検
針
月
の
中
旬
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
納
付
期
限
は

納
入
通
知
書
発
行
月
の
月

末
と
な
り
ま
す
。

　

※
水
道
料
金
と
併
せ
て

お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い

ま
す
「
公
共
下
水
道
使
用

料
」
の
口
座
振
替
お
よ
び

納
入
通
知
書
に
つ
い
て
も

同
様
の
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

流
山
市
水
道
局
お
客

様
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
９

―
５
３
１
１
（
日
曜
、
祝

日
等
を
除
く
８
時　

分
〜

３０

　

時　

分
）

１７

２０

職
業
相
談
や
紹
介
な
ど

地
域
職
業
相
談
室
の
ご
利
用
を

　

江
戸
川
台
駅
東
口
前
に

あ
る「
地
域
職
業
相
談
室
」

は
、
地
域
に
密
着
し
た
雇

用
対
策
事
業
の
促
進
の
た

め
、
市
と
松
戸
公
共
職
業

安
定
所
と
の
連
携
に
よ
り

職
業
相
談
や
紹
介
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

相
談
室
に
は
、
求
人
検

索
端
末
機
が
４
台
設
置
さ

れ
て
お
り
、
約　

万
件
の

１０

求
人
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
求
職
者
の
希
望
職

種
な
ど
の
相
談
、
履
歴
書

や
職
務
経
歴
書
の
書
き
方

【職業相談の流れ】
①受け付け
　求職申込書を記入し、窓口に提出します。

②求人情報の閲覧
　ご自身で、求人検索端末機による求人情報
の閲覧を行い、希望の就職先を検索します。

③希望就職先求人票の発行
　就職希望先（複数可能）が特定できたら、
求人票をプリントして相談窓口へ提出しま
す。

④会社への連絡、面接等日程の決定
　相談員が会社側に就職希望者の連絡をし、
面接の日程や必要書類を確認します。
　また、履歴書や職務経歴書等の作成アド
バイスもします。

⑤就職希望の会社による、面接等の選考
⑥就職へ

な
ど
の
指
導
も
行
い
ま
す
。

　

就
職
活
動
中
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

【
相
談
日
・
時
間
】

　

月
〜
金
曜
（
祝
日
等
を

除
く
）
午
前
８
時　

分
か

３０

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　

※
職
業
相
談
の
流
れ
は
、

別
図
の
と
お
り
で
す
。
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

地
域
職
業
相
談
室
�

７
１
５
６
―
７
８
８
８

を
受
け
付
け

期
間
は
２
月　

日
〜
３
月　

日

１８

１７

上下水道

口座振替日等の変更内容

口座振替日等
検針期間お支払い方法 変更後

平成２０年４月１日以降
変更前

平成２０年３月３１日まで

・検針月の月末日に振替・検針月の翌月８日に振替
月初

（変更なし）
口 座 振 替

・納入通知書発行は検針月の
中旬

・納期は検針月の月末

・納入通知書発行は検針月の
下旬

・納期は翌月８日

月初
（変更なし）

納入通知書

※振替日が金融機関の休業日の場合は、翌営業日

市特定疾病の対象一覧
病　名№病　名№

多発性硬化症２７亜急性硬化性全脳炎１
天疱瘡２８悪性関節リウマチ２
特発性間質性肺炎２９悪性新生物（１８歳未満）３
特発性血小板減少性紫斑病３０アミロイドーシス４
特発性拡張型（うっ血型）心筋症３１ウェゲナー肉芽腫症５
特発性大腿骨頭壊死症３２潰瘍性大腸炎６
特発性慢性肺血栓塞栓症（肺高血圧型）３３強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎７
難治性の肝炎３４筋萎縮性側索硬化症８
ネフローゼ症候群３５クローン病９
膿疱性乾癬３６結節性動脈周囲炎１０

パーキンソン病関連疾患（進行
性核上性麻痺、大脳皮質基底
核変性症及びパーキンソン病）

３７
原発性胆汁性肝硬変１１
原発性肺高血圧症１２
原発性免疫不全症候群１３

橋本病３８後縦靭帯骨化症１４
バッド・キアリ症候群３９広範脊柱管狭窄症１５
ハンチントン病４０混合性結合組織病１６
ビュルガー病４１再生不良性貧血１７
表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型）４２サルコイドーシス１８
ファブリー病４３重症急性膵炎１９
副腎白質ジストロフィー４４重症筋無力症２０

プリオン病（クロイツフェルト
・ヤコブ病）４５

神経線維腫症２１
スモン２２

ベーチェット病４６脊髄小脳変性症２３
慢性腎疾患（２０歳未満）４７全身性エリテマトーデス２４
網膜色素変性症４８大動脈炎症候群２５

モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症）４９多系統萎縮症（線条体黒質変
性症、オリーブ橋小脳萎縮症及
びシャイ・ドレーガー症候群）

２６
ライソゾーム病５０

　端末機で求人情報を閲覧
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高
齢
者
の
新
医
療
制
度
を
創
設

老
人
保
健
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
へ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

の
進
展
の
中
で
、
国
民
の

安
心
の
基
盤
で
あ
る
医
療

保
険
制
度
を
維
持
し
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た
め
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
費
の
過
度
の
増
大

を
招
か
な
い
よ
う
、
現
役

世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負

担
を
明
確
化
し
、
医
療
費

の
適
正
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
公
平
で
分
か
り

や
す
い
制
度
と
し
て
、　
７５

歳
以
上
の
方
（
一
定
の
障

害
が
あ
る　

歳
以
上
の
方

６５

を
含
む
）
に
加
入
し
て
い

た
だ
く
独
立
し
た
医
療
制

度
で
す
。

　

運
営
は
、
各
都
道
府
県

に
設
置
さ
れ
る
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
主
体

と
な
り
、
す
べ
て
の
市
町

村
の
共
同
連
帯
で
後
期
高

齢
者
の
適
切
な
医
療
給
付

等
を
行
い
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
県
内
全

　

市
町
村
で
構
成
す
る
千

５６葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
保
険
料
の
決
定

お
よ
び
医
療
の
給
付
等
を

行
い
、
市
町
村
が
保
険
料

の
徴
収
、
申
請
や
届
出
の

受
け
付
け
、
保
険
証
の
引

き
渡
し
な
ど
の
窓
口
業
務

を
行
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
の
医
療
に

係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
等
で
支
払
う
窓

口
負
担
分
を
除
い
た
も
の

の
５
割
を
国
、
県
、
市
町

村
が
負
担
し
、
４
割
を
現

役
世
代
か
ら
の
支
援
分（
若

年
者
の
保
険
料
）、残
り
の

１
割
を
高
齢
者
の
保
険
料

で
賄
い
ま
す
。

�
　

現
在
、
老
人
保
健
制
度

に
よ
り
医
療
を
受
け
て
い

る
方
は
、
４
月
１
日
の
制

度
施
行
と
同
時
に
被
保
険

者
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
加
入

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者

し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

や
被
用
者
保
険
（
健
康
保

険
組
合
、共
済
組
合
な
ど
）

か
ら
は
脱
退
し
て
移
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

制
度
移
行
の
た
め
の
手
続

き
は
不
要
で
す
。

　

４
月
１
日
以
降
は
、　
７５

歳
に
な
っ
た
日
（　

歳
〜

６５

　

歳
の
方
で
一
定
の
障
害

７４を
持
つ
方
は
、
申
請
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
会
が
認
定
し
た
と
き
）

か
ら
被
保
険
者
資
格
を
取

得
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証（
保
険
証
）

は
、
１
人
に
１
枚
ず
つ
、

カ
ー
ド
式
の
も
の
と
な
り

ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
移

行
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

市
が
３
月
末
ま
で
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」
を
送
付
し
ま
す
の
で

新
し
い
被
保
険
者
証
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、　

歳
以
上
の
方
（
一

２０

７５

定
の
障
害
が
あ
る　

歳
以
上
の
方
を
含
む
）
に

６５

加
入
し
て
い
た
だ
く
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
、
現
在
の
老
人
保
健
医
療
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
や
、
健
康
保
険
組

合
等
の
被
用
者
保
険
か
ら
、
新
制
度
に
移
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
号
で
は
、
制
度
の
概

要
と
保
険
料
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
の
有
効
期
限
は
３
月　
３１

日
ま
で
で
す
。

�
　

一
定
の
障
害
を
持
つ　
６５

歳
〜　

歳
の
方
に
つ
い
て

７４

は
、
申
請
に
よ
り
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行

に
伴
う
被
保
険
者
認
定
を

撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

現
在
、
老
人
保
健
制
度

に
よ
り
障
害
認
定
の
適
用

障
害
認
定
の
方
の　
 

制
度
移
行
撤
回
申
請

を
受
け
て
い
る
方
は
、
自

動
的
に
４
月
１
日
か
ら
後

期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を

取
得
し
ま
す
が
、
３
月
末

ま
で
に
撤
回
届
を
提
出
し

た
場
合
に
限
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
は
移
行

し
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、

老
人
保
健
制
度
の
廃
止
に

伴
い
、
４
月
以
降
、
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
（
国

民
健
康
保
険
や
被
用
者
保

険
）
で
受
診
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
も
撤
回
届
は

提
出
で
き
ま
す
が
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
の
撤
回
は
で
き

ま
せ
ん
。

�
　

こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健

制
度
と
同
様
の
給
付
内
容

で
す
。

　

負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と

同
様
、医
療
費
の
１
割（
現

役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

と
な
り
ま
す
。
負
担
割
合

は
、
被
保
険
者
証
に
記
載

さ
れ
ま
す
。

医
療
給
付　
　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
、
医
療
給
付
等
に

か
か
る
費
用
に
応
じ
て
、

２
年
ご
と
に
条
例
で
決
定

し
ま
す
。

　

平
成　

・　

年
度
の
保

２０

２１

険
料
率
等
は
、
表
１
の
と

お
り
で
す
。

�
　

【
低
所
得
の
方
に
対
す

る
軽
減
措
置
】

　

所
得
の
低
い
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
は
、「
均
等

割
額
」が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
の
割
合
は
、
同
一

世
帯
内
の
被
保
険
者
お
よ

び
世
帯
主
の
総
所
得
金
額

等
を
も
と
に
判
定
さ
れ
ま

す
（
低
所
得
の
方
に
対
す

る
均
等
割
額
の
軽
減
措
置

参
照
）。

　

【
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
に
対
す
る
軽
減
】

　

後
期
高
齢
者
の
被
保
険

者
資
格
を
取
得
す
る
日
の

前
日
に
、被
用
者
保
険（
健

康
保
険
組
合
、
共
済
組
合

等
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
は
保
険
料
が
発
生
し

ま
す
が
、
軽
減
措
置
と
し

保
険
料
の
軽
減
措
置

て
、
資
格
取
得
の
日
の
属

す
る
月
か
ら
２
年
間
は
、

所
得
割
額
の
全
額
と
均
等

割
額
の
５
割
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
制
度
発
足

時
の
特
例
と
し
て
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

２０は
保
険
料
の
負
担
が
な
く
、

　

月
か
ら
平
成　

年
３
月

１０

２１

ま
で
は
、
均
等
割
額
の
９

割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

�
　

保
険
料
の
納
付
は
、
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天

引
き
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
年
額　

万
円
未
満
の

１８

方
や
、
介
護
保
険
料
と
合

わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
場
合
に
は
、
納
入
通
知

書
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
の
理
由
が
な
く
保

険
料
を
滞
納
し
た
場
合
に

は
、
有
効
期
限
の
短
い
短

期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
が

１
年
以
上
続
く
と
保
険
証

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、

資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ

ま
す
。 保

険
料
の
納
付

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者

一
人
ひ
と
り
に
、
負
担
能

力
に
応
じ
て
公
平
に
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者

全
員
に
か
か
る
「
均
等
割

額
」
と
、
所
得
に
応
じ
て

か
か
る
「
所
得
割
額
」
か

ら
な
り
、
県
内
で
は
全
市

町
村
均
一
の
算
定
方
式
と

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
率
等
は
、
千
葉

保
険
料
の
算
定
方
法
等

保
険
料
の
算
定
方
法
等

（年額）

の軽減措置
総所得金額が
→ ７割軽減
被保険者数（世
割軽減
険者数　を超え

控除を受けた者に

ができます

ょう
します。
年金所得金額を算出します。

収入金額－１２０万円
合・・・　
万５千円
合・・・
万５千円

万５千円
礎控除３３万円を差し引
所得などその他の所得
い）。
％＝所得割額・・・（Ａ）

ます。
年額）です。
はそれぞれ

す。　・・・（Ｂ）

保険料（年額）になります。
Ａ）　＋　均等割額（Ｂ）
度額５０万円

千葉県生涯大学校の受講生を募集
　千葉県生涯大学校では、応募者が定員に満たな

い学科について、平成２０年度の受講者を２次募集

します。

　▽対象＝６０歳以上（昭和２３年４月１日以前生ま

れ）の県民▽一般課程授業料＝１万８,０００円（年

額）▽場所＝東葛飾学園江戸川台校舎▽募集学科

／募集人数＝福祉科Ａ／２２人、福祉科Ｂ／３２人、

生活科Ｃ／５人▽願書配布場所＝市高齢者生きが

い推進課▽願書受付締切＝２月２９日※詳細は問い

合わせを

　□問 生 涯大学校事務局�０４３－２６６－

４７０５

　

１
月　

日
に
、
利
用
者

２７

累
計　

万
人
を
突
破
し
た

６０

「
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
」。

　

江
戸
川
台
西
ル
ー
ト
で

は
、
昨
年　

月
の
利
用
者

１０

　

万
人
突
破
を
記
念
し
て

５０開
始
し
た
、
新
川
小
の
児

童
が
描
い
た
絵
画
の
車
内

展
示
が
好
評
で
す
＝
写
真
。

　

こ
れ
は
、
車
内
の
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
て
、
沿
線
小
学

校
児
童
の
作
品
を
地
域
の

方
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
。

　

２
月　

日
か
ら
は
、
西

２０

深
井
小
の
児
童
が
描
い
た

絵
画
を
車
内
に
展
示
し
ま

す
。
新
川
小
児
童
の
作
品

展
示
は
２
月　

日
ま
で
と

１９

な
り
ま
す
。

　

ご
乗
車
の
際
は
、
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

沿線小学生の絵画展示

２０日からは西深井小児童の作品を

ぐりーんバス

招
い
て
、
保
護
者
や
教
員

を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
電
話
な
ど
は
便
利

な
反
面
、
ウ
イ
ル
ス
や
迷

惑
メ
ー
ル
、
個
人
情
報
漏

洩
、
架
空
請
求
詐
欺
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て

小山小で情報化講演会小で情報化講演会

保護者等がネット被害を学ぶ護者等がネット被害を学ぶ

□問 高齢者生きがい推進課

�７１５０－６０８０

控除を差し引
額

　３００万円　２２０万円　１８０万円０万円
１０４,６６４円４７,７０４円１９,２２４円０
――２割軽減割軽減

　３７,４００円３７,４００円２９,９２０円２２０円
１４２,０００円８５,１００円４９,１００円２００円

ない世帯主がいる場合等、軽減がかからない場合などがあります

帯の場合（どちらかが世帯主の場合）

３００万円２２０万円１８０万円万円
５０万円５０万円５０万円万円
１０４,６６４円４７,７０４円１９,２２４円円
０円０円０円円
―２割軽減５割軽減割軽減

３７,４００円２９,９２０円１８,７００円２２０円
３７,４００円２９,９２０円１８,７００円２２０円
１７９,４００円１０７,５００円５６,６００円４００円

（　）　　 第１１５６号５

������
������
������
������

表１　平成２０・２１年度保険料率等（

低所得の方に対する均等割額の
世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総
①基礎控除額（３３万円）を超えない場合
②基礎控除額（３３万円）＋２４万５千円×被
帯主を除く）　を超えない場合 → ５
③基礎控除額（３３万円）＋３５万円×被保険
ない場合 → ２割軽減

※軽減措置の所得については、当分の間、公的年金控

ついては、総所得金額から１５万円を控除すること

あなたの保険料を計算してみまし
（１）はじめに「所得割額」を計算
　　①前年中の公的年金収入金額から公的年
　　　前年中の収入金額が
　　・３３０万円未満の場合・・・　収
　　・３３０万円以上４１０万円未満の場合
　　　　　　　収入金額×０.７５－３７万
　　・４１０万円以上７７０万円未満の場合
　　　　　　　収入金額×０.８５－７８万
　　・７７０万円以上の場合・・・　
　　　　　　　収入金額×０.９５－１５５

②①で算出した所得金額から基礎
き、料率をかけます（不動産所
がある方は、加算してください

　（所得金額－基礎控除３３万円）×７.１２

（２）つぎに「均等割額」を計算しま
　　　基本の均等割額は３７,４００円（年
　　　表１の軽減措置に該当する方は
　　　　７割軽減→１１,２２０円
　　　　５割軽減→１８,７００円
　　　　２割軽減→２９,９２０円　　です

（３）所得割額と均等割額を足した額が保
　　　保険料（年額）　＝　所得割額（Ａ
　　　※１００円未満は切り捨て、限度

国
民
健
康
保
険
の
制
度
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
開
始
に
伴
い
４
月
か
ら

　

４
月
１
日
か
ら
の
主
な

改
正
点
は
次
の
と
お
り
。

�
　

後
期
高
齢
者
移
行
に
伴

う
国
民
健
康
保
険
資
格
の

喪
失

　

４
月
１
日
よ
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
開
始

さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

４
月
１
日
以
降
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
方
は
、
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
自
動
的
に
喪
失

し
ま
す
。
制
度
移
行
に
係

る
手
続
き
は
、
特
に
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

退
職
者
医
療
制
度
の
廃

止
　

４
月
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
退
職
者
医
療
制
度
の

資
格
に
係
る　

　
　
　
　

変
更
点

対
象
年
齢
が
、　

歳
未
満

７５

ま
で
か
ら　

歳
未
満
ま
で

６５

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
平
成

　

年
度
に
完
全
に
廃
止
さ

２６れ
ま
す
。
す
で
に
退
職
者

医
療
制
度
の
保
険
証
を
お

持
ち
の　

歳
以
上
の
方
に

６５

は
３
月
末
に
、
４
月
以
降

　

歳
に
到
達
す
る
方
に
は

６５随
時
、
一
般
の
保
険
証
を

郵
送
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

う
手
続
き
は
、
特
に
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

※
退
職
者
医
療
制
度
…

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
で
、
被
用
者
保

険
に　

年
以
上
ま
た
は　

２０

４０

歳
以
降　

年
以
上
加
入
し

１０

て
い
て
年
金
受
給
権
が
発

生
し
て
い
る
方
が
加
入
す

る
制
度
。
医
療
給
付
や
保

険
料
等
は
一
般
の
国
民
健

康
保
険
と
同
じ
扱
い

�
　

国
民
健
康
保
険
料 

「
支
援
金
分
」
の
追
加

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、

現
在
、「
医
療
分
」
と　

歳
４０

以
上　

歳
未
満
の
方
に
か

６５

か
る
「
介
護
分
」
の
２
つ

の
区
分
か
ら
算
定
さ
れ
ま

す
が
、
新
た
に
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
支
え
る
た

め
の
「
支
援
金
分
」
が
追

加
さ
れ
、
３
区
分
で
の
算

定
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
４
月
以
降
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

年
金
受
給
者
に
係
る
保

険
料
の
特
別
徴
収
の
開
始

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険

料
は
、
納
付
書
や
口
座
振

保
険
料
に
係
る　

　
　
　
　

変
更
点

　

平
成　

年
４
月
の
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
、
国

２０

民
健
康
保
険
制
度
も
、
自
己
負
担
割
合
や
保
険
料

の
算
定
方
法
・
納
付
方
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

ま
た
新
た
に
、
保
険
者
ご
と
に
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

替
に
よ
り
「
普
通
徴
収
」

で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年　

月
よ
り
、

２０

１０

一
定
の
条
件
を
満
た
す
年

金
受
給
者
に
つ
い
て
、
年

金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き

さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な

る
の
は
、
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
で
す
。
①

年
金
給
付
額
が
年
額　

万
１８

円
以
上
あ
る
②
国
民
健
康

保
険
加
入
世
帯
の
世
帯
主

と
加
入
者
全
員
が　

歳
以

６５

上　

歳
未
満
で
あ
る
③
国

７５
民
健
康
保
険
料
と
、
介
護

保
険
料
（
介
護
保
険
特
別

徴
収
対
象
の
方
）
の
合
算

額
が
、
年
金
給
付
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い

�
　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の

７０

７５

方
の
負
担
割
合
の
据
え
置

き
　

平
成　

年
度
の
制
度
改

１８

正
で
、　

歳
以
上　

歳
未

７０

７５

満
で
負
担
割
合
が
１
割
の

方
に
つ
い
て
は
、
平
成　
２０

年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に

見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成　

年
３

２１

月　

日
ま
で
の
１
年
間
、

３１
引
き
続
き
１
割
に
据
え
置

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
３
割
負
担
の
方
、
障
害

認
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
方

は
除
き
ま
す

給
付
等
に
係
る　

　
　
　
　

変
更
点

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度
の
創
設

　

現
在
、
医
療
費
等
が
高

額
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

医
療
、
介
護
の
そ
れ
ぞ
れ

で
、
月
の
利
用
負
担
上
限

額
を
設
け
る
高
額
医
療
費
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
４
月

か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
合
算

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
費
等
が
高
額
に
な

っ
た
世
帯
に
介
護
保
険
の

受
給
者
が
い
る
場
合
、
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
そ

れ
ぞ
れ
の
自
己
負
担
限
度

額
を
適
用
し
た
後
、
年
間

の
医
療
、
介
護
の
自
己
負

担
額
の
合
算
額
が
限
度
額

を
超
え
た
場
合
に
、
超
え

た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
開
始

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の

４０

７５

被
保
険
者
を
対
象
に
、
糖

尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
た
め
の
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
対

策
を
取
り
入
れ
た
「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保

険
等
の
各
保
険
者
が
主
体

と
な
り
、加
入
者
に
対
し
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
重

点
を
置
い
た
健
診
、
保
健

指
導
を
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

健
康
を
支
え
る
栄
養
学

健
康
を
支
え
る
栄
養
学

正
し
い
食
生
活
で
健
康
管
理
を

正
し
い
食
生
活
で
健
康
管
理
を

　

市
国
民
健
康
保
険
保
健

事
業
「
健
康
を
支
え
る
栄

養
学
」
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

医
師
・
佐
藤
和
子
さ
ん

の
講
演「
賢
い
子
育
て
で
、

健
康
家
族
！
」
の
ほ
か
、

昼
食
に
は
、
健
康
を
支
え

る
栄
養
学
に
基
づ
い
た

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
弁
当
」

の
販
売
（
要
予
約
・
１
０

０
０
円
・
限
定
３
０
０
食
）

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

１１

　

時
〜　

時　

分
（
受
付

１０

１４

３０

９
時　

分
〜
）
▽
場
所
＝

３０

文
化
会
館
▽
対
象
＝
市
民

▽
申
し
込
み
＝
講
演
会
の

み
参
加
の
方
は
申
込
不
要
。

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
弁
当
」

購
入
希
望
の
方
は
、
３
月

５
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
健
康
を
支

え
る
栄
養
学
講
演
会
「
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
弁
当
購
入
希

望
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
個
数
を
明
記
）
で

国
保
年
金
課
へ

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７
／
�
７

１
５
０
―
３
３
０
９

　

２
月
２
日
の
「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
日
」
を
前

に
小
山
小
学
校
で
１
月　
３０

日
、
情
報
化
の
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会

が
進
む
中
で
無
責
任
な
書

き
込
み
や
迷
惑
メ
ー
ル
、

有
害
サ
イ
ト
等
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
ろ
う
と
文
科

省
や
総
務
省
が
企
画
し
て

い
る
「
ｅ
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
を
活
用
し
、
日
本

ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
か
ら

吉
田
敏
幸
さ
ん
を
講
師
に

い
ま
す
。
吉
田
さ
ん
は
、

「
車
社
会
も
便
利
だ
が
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な

い
と
事
故
や
犯
罪
が
起
こ

る
。
ネ
ッ
ト
社
会
も
同
じ

で
、
ま
ず
大
人
が
正
し
く

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

小山小で情報化講演会小山小

保護者等がネット被害を学ぶ保護

　

１
月　

日
、
京
和
ガ
ス

２３

�
の
海
老
原
堯
社
長
が
市

長
室
を
訪
れ
、
流
山
市
ふ

る
さ
と
緑
の
基
金
に　

万
９０

７
２
０
０
円
を
寄
付
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
＝
写
真
。

同
社
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
チ
ー
ム
・

マ
イ
ナ
ス
６
％
活
動
の
一

環
と
し
て
、
平
成　

年
１

１８

月
か
ら
「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ　

エ
コ　

グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

de

ペ
ー
ン
」
を
実
施
。
今
回

は
、
平
成　

年
度
の
キ
ャ

１９

ン
ペ
ー
ン
で
下
半
期
に
集

ま
っ
た
協
賛
金
を
ご
寄
付

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
１
月　

日
、
青

２９

田
の
大
石
喜
三
さ
ん（　

）
８１

か
ら
「
夫
婦
で
年
金
か
ら

少
し
ず
つ
貯
め
た
も
の
で

す
。役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
同
基
金
に
１
０
０
万
円

を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

流
山
市
ふ
る
さ
と
緑
の

基
金
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
市
が
一
体
と
な
っ
て
緑

豊
か
な
流
山
を
実
現
す
る

た
め
設
け
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
寄
付
と
市
か
ら
の

拠
出
金
で
運
営
さ
れ
、
公

園
や
緑
地
の
整
備
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

公園や緑地の整備にと公園や緑地の整備にと
流山市ふるさと流山市ふるさと　　
緑の基金に寄付　　緑の基金に寄付

３万７,４００円均 等 割

公的年金控除および基礎控
いた額に７.１２％を掛けた額

所 得 割

５０万円賦課限度額

保険料額の例　単身世帯の場合

　１２０年金収入額
所得割額…（１）

７割均等割の軽減割合
１１,２軽減後の均等割額…（２）
１１,２保険料額（年額）…（１）＋（２）

※保険料額の例は目安です。後期高齢者でな

保険料額の例　後期高齢者２人世帯

１２０本人
年金収入額

５０万配偶者
０本人

所得割額…（１）
０配偶者

７割均等割の軽減割合
１１,２本人軽減後の均等割額…

（２） １１,２配偶者
２２,４保険料額（年額）…（１）＋（２）

□問 国保年金課
�７１５０－６０７７
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高
齢
者
の
新
医
療
制
度
を
創
設

老
人
保
健
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
へ

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

の
進
展
の
中
で
、
国
民
の

安
心
の
基
盤
で
あ
る
医
療

保
険
制
度
を
維
持
し
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
た
め
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

医
療
費
の
過
度
の
増
大

を
招
か
な
い
よ
う
、
現
役

世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負

担
を
明
確
化
し
、
医
療
費

の
適
正
化
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
公
平
で
分
か
り

や
す
い
制
度
と
し
て
、　
７５

歳
以
上
の
方
（
一
定
の
障

害
が
あ
る　

歳
以
上
の
方

６５

を
含
む
）
に
加
入
し
て
い

た
だ
く
独
立
し
た
医
療
制

度
で
す
。

　

運
営
は
、
各
都
道
府
県

に
設
置
さ
れ
る
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
が
主
体

と
な
り
、
す
べ
て
の
市
町

村
の
共
同
連
帯
で
後
期
高

齢
者
の
適
切
な
医
療
給
付

等
を
行
い
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
県
内
全

　

市
町
村
で
構
成
す
る
千

５６葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
保
険
料
の
決
定

お
よ
び
医
療
の
給
付
等
を

行
い
、
市
町
村
が
保
険
料

の
徴
収
、
申
請
や
届
出
の

受
け
付
け
、
保
険
証
の
引

き
渡
し
な
ど
の
窓
口
業
務

を
行
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
の
医
療
に

係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
等
で
支
払
う
窓

口
負
担
分
を
除
い
た
も
の

の
５
割
を
国
、
県
、
市
町

村
が
負
担
し
、
４
割
を
現

役
世
代
か
ら
の
支
援
分（
若

年
者
の
保
険
料
）、残
り
の

１
割
を
高
齢
者
の
保
険
料

で
賄
い
ま
す
。

�
　

現
在
、
老
人
保
健
制
度

に
よ
り
医
療
を
受
け
て
い

る
方
は
、
４
月
１
日
の
制

度
施
行
と
同
時
に
被
保
険

者
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
加
入

後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者

し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

や
被
用
者
保
険
（
健
康
保

険
組
合
、共
済
組
合
な
ど
）

か
ら
は
脱
退
し
て
移
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

制
度
移
行
の
た
め
の
手
続

き
は
不
要
で
す
。

　

４
月
１
日
以
降
は
、　
７５

歳
に
な
っ
た
日
（　

歳
〜

６５

　

歳
の
方
で
一
定
の
障
害

７４を
持
つ
方
は
、
申
請
に
よ

り
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
会
が
認
定
し
た
と
き
）

か
ら
被
保
険
者
資
格
を
取

得
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
証（
保
険
証
）

は
、
１
人
に
１
枚
ず
つ
、

カ
ー
ド
式
の
も
の
と
な
り

ま
す
。
４
月
１
日
か
ら
移

行
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

市
が
３
月
末
ま
で
に
「
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」
を
送
付
し
ま
す
の
で

新
し
い
被
保
険
者
証
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、　

歳
以
上
の
方
（
一

２０

７５

定
の
障
害
が
あ
る　

歳
以
上
の
方
を
含
む
）
に

６５

加
入
し
て
い
た
だ
く
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
、
現
在
の
老
人
保
健
医
療
制
度
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
や
、
健
康
保
険
組

合
等
の
被
用
者
保
険
か
ら
、
新
制
度
に
移
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
号
で
は
、
制
度
の
概

要
と
保
険
料
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

の
老
人
保
健
医
療
受
給
者

証
の
有
効
期
限
は
３
月　
３１

日
ま
で
で
す
。

�
　

一
定
の
障
害
を
持
つ　
６５

歳
〜　

歳
の
方
に
つ
い
て

７４

は
、
申
請
に
よ
り
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行

に
伴
う
被
保
険
者
認
定
を

撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

現
在
、
老
人
保
健
制
度

に
よ
り
障
害
認
定
の
適
用

障
害
認
定
の
方
の　
 

制
度
移
行
撤
回
申
請

を
受
け
て
い
る
方
は
、
自

動
的
に
４
月
１
日
か
ら
後

期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を

取
得
し
ま
す
が
、
３
月
末

ま
で
に
撤
回
届
を
提
出
し

た
場
合
に
限
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
は
移
行

し
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
、

老
人
保
健
制
度
の
廃
止
に

伴
い
、
４
月
以
降
、
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
（
国

民
健
康
保
険
や
被
用
者
保

険
）
で
受
診
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
も
撤
回
届
は

提
出
で
き
ま
す
が
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
の
撤
回
は
で
き

ま
せ
ん
。

�
　

こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健

制
度
と
同
様
の
給
付
内
容

で
す
。

　

負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と

同
様
、医
療
費
の
１
割（
現

役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

と
な
り
ま
す
。
負
担
割
合

は
、
被
保
険
者
証
に
記
載

さ
れ
ま
す
。

医
療
給
付　
　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
が
、
医
療
給
付
等
に

か
か
る
費
用
に
応
じ
て
、

２
年
ご
と
に
条
例
で
決
定

し
ま
す
。

　

平
成　

・　

年
度
の
保

２０

２１

険
料
率
等
は
、
表
１
の
と

お
り
で
す
。

�
　

【
低
所
得
の
方
に
対
す

る
軽
減
措
置
】

　

所
得
の
低
い
世
帯
に
属

す
る
被
保
険
者
は
、「
均
等

割
額
」が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

軽
減
の
割
合
は
、
同
一

世
帯
内
の
被
保
険
者
お
よ

び
世
帯
主
の
総
所
得
金
額

等
を
も
と
に
判
定
さ
れ
ま

す
（
低
所
得
の
方
に
対
す

る
均
等
割
額
の
軽
減
措
置

参
照
）。

　

【
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
に
対
す
る
軽
減
】

　

後
期
高
齢
者
の
被
保
険

者
資
格
を
取
得
す
る
日
の

前
日
に
、被
用
者
保
険（
健

康
保
険
組
合
、
共
済
組
合

等
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
は
保
険
料
が
発
生
し

ま
す
が
、
軽
減
措
置
と
し

保
険
料
の
軽
減
措
置

て
、
資
格
取
得
の
日
の
属

す
る
月
か
ら
２
年
間
は
、

所
得
割
額
の
全
額
と
均
等

割
額
の
５
割
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
制
度
発
足

時
の
特
例
と
し
て
、
平
成

　

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

２０は
保
険
料
の
負
担
が
な
く
、

　

月
か
ら
平
成　

年
３
月

１０

２１

ま
で
は
、
均
等
割
額
の
９

割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

�
　

保
険
料
の
納
付
は
、
原

則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天

引
き
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
年
額　

万
円
未
満
の

１８

方
や
、
介
護
保
険
料
と
合

わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年

金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
場
合
に
は
、
納
入
通
知

書
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

特
別
の
理
由
が
な
く
保

険
料
を
滞
納
し
た
場
合
に

は
、
有
効
期
限
の
短
い
短

期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
が

１
年
以
上
続
く
と
保
険
証

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、

資
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ

ま
す
。 保

険
料
の
納
付

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者

一
人
ひ
と
り
に
、
負
担
能

力
に
応
じ
て
公
平
に
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者

全
員
に
か
か
る
「
均
等
割

額
」
と
、
所
得
に
応
じ
て

か
か
る
「
所
得
割
額
」
か

ら
な
り
、
県
内
で
は
全
市

町
村
均
一
の
算
定
方
式
と

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
率
等
は
、
千
葉

保
険
料
の
算
定
方
法
等

保
険
料
の
算
定
方
法
等

（年額）

の軽減措置
総所得金額が
→ ７割軽減
被保険者数（世
割軽減
険者数　を超え

控除を受けた者に

ができます

ょう
します。
年金所得金額を算出します。

収入金額－１２０万円
合・・・　
万５千円
合・・・
万５千円

万５千円
礎控除３３万円を差し引
所得などその他の所得
い）。
％＝所得割額・・・（Ａ）

ます。
年額）です。
はそれぞれ

す。　・・・（Ｂ）

保険料（年額）になります。
Ａ）　＋　均等割額（Ｂ）
度額５０万円

千葉県生涯大学校の受講生を募集
　千葉県生涯大学校では、応募者が定員に満たな

い学科について、平成２０年度の受講者を２次募集

します。

　▽対象＝６０歳以上（昭和２３年４月１日以前生ま

れ）の県民▽一般課程授業料＝１万８,０００円（年

額）▽場所＝東葛飾学園江戸川台校舎▽募集学科

／募集人数＝福祉科Ａ／２２人、福祉科Ｂ／３２人、

生活科Ｃ／５人▽願書配布場所＝市高齢者生きが

い推進課▽願書受付締切＝２月２９日※詳細は問い

合わせを

　□問 生 涯大学校事務局�０４３－２６６－

４７０５

　

１
月　

日
に
、
利
用
者

２７

累
計　

万
人
を
突
破
し
た

６０

「
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
」。

　

江
戸
川
台
西
ル
ー
ト
で

は
、
昨
年　

月
の
利
用
者

１０

　

万
人
突
破
を
記
念
し
て

５０開
始
し
た
、
新
川
小
の
児

童
が
描
い
た
絵
画
の
車
内

展
示
が
好
評
で
す
＝
写
真
。

　

こ
れ
は
、
車
内
の
情
報

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
て
、
沿
線
小
学

校
児
童
の
作
品
を
地
域
の

方
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と

い
う
も
の
。

　

２
月　

日
か
ら
は
、
西

２０

深
井
小
の
児
童
が
描
い
た

絵
画
を
車
内
に
展
示
し
ま

す
。
新
川
小
児
童
の
作
品

展
示
は
２
月　

日
ま
で
と

１９

な
り
ま
す
。

　

ご
乗
車
の
際
は
、
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

沿線小学生の絵画展示

２０日からは西深井小児童の作品を

ぐりーんバス

招
い
て
、
保
護
者
や
教
員

を
対
象
に
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
電
話
な
ど
は
便
利

な
反
面
、
ウ
イ
ル
ス
や
迷

惑
メ
ー
ル
、
個
人
情
報
漏

洩
、
架
空
請
求
詐
欺
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て

小山小で情報化講演会小で情報化講演会

保護者等がネット被害を学ぶ護者等がネット被害を学ぶ

□問 高齢者生きがい推進課

�７１５０－６０８０

控除を差し引
額

　３００万円　２２０万円　１８０万円０万円
１０４,６６４円４７,７０４円１９,２２４円０
――２割軽減割軽減

　３７,４００円３７,４００円２９,９２０円２２０円
１４２,０００円８５,１００円４９,１００円２００円

ない世帯主がいる場合等、軽減がかからない場合などがあります

帯の場合（どちらかが世帯主の場合）

３００万円２２０万円１８０万円万円
５０万円５０万円５０万円万円
１０４,６６４円４７,７０４円１９,２２４円円
０円０円０円円
―２割軽減５割軽減割軽減

３７,４００円２９,９２０円１８,７００円２２０円
３７,４００円２９,９２０円１８,７００円２２０円
１７９,４００円１０７,５００円５６,６００円４００円

（　）　　 第１１５６号５

������
������
������
������

表１　平成２０・２１年度保険料率等（

低所得の方に対する均等割額の
世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総
①基礎控除額（３３万円）を超えない場合
②基礎控除額（３３万円）＋２４万５千円×被
帯主を除く）　を超えない場合 → ５
③基礎控除額（３３万円）＋３５万円×被保険
ない場合 → ２割軽減

※軽減措置の所得については、当分の間、公的年金控

ついては、総所得金額から１５万円を控除すること

あなたの保険料を計算してみまし
（１）はじめに「所得割額」を計算
　　①前年中の公的年金収入金額から公的年
　　　前年中の収入金額が
　　・３３０万円未満の場合・・・　収
　　・３３０万円以上４１０万円未満の場合
　　　　　　　収入金額×０.７５－３７万
　　・４１０万円以上７７０万円未満の場合
　　　　　　　収入金額×０.８５－７８万
　　・７７０万円以上の場合・・・　
　　　　　　　収入金額×０.９５－１５５

②①で算出した所得金額から基礎
き、料率をかけます（不動産所
がある方は、加算してください

　（所得金額－基礎控除３３万円）×７.１２

（２）つぎに「均等割額」を計算しま
　　　基本の均等割額は３７,４００円（年
　　　表１の軽減措置に該当する方は
　　　　７割軽減→１１,２２０円
　　　　５割軽減→１８,７００円
　　　　２割軽減→２９,９２０円　　です

（３）所得割額と均等割額を足した額が保
　　　保険料（年額）　＝　所得割額（Ａ
　　　※１００円未満は切り捨て、限度

国
民
健
康
保
険
の
制
度
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
開
始
に
伴
い
４
月
か
ら

　

４
月
１
日
か
ら
の
主
な

改
正
点
は
次
の
と
お
り
。

�
　

後
期
高
齢
者
移
行
に
伴

う
国
民
健
康
保
険
資
格
の

喪
失

　

４
月
１
日
よ
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
開
始

さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

４
月
１
日
以
降
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
方
は
、
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
自
動
的
に
喪
失

し
ま
す
。
制
度
移
行
に
係

る
手
続
き
は
、
特
に
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

退
職
者
医
療
制
度
の
廃

止
　

４
月
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
退
職
者
医
療
制
度
の

資
格
に
係
る　

　
　
　
　

変
更
点

対
象
年
齢
が
、　

歳
未
満

７５

ま
で
か
ら　

歳
未
満
ま
で

６５

に
引
き
下
げ
ら
れ
、
平
成

　

年
度
に
完
全
に
廃
止
さ

２６れ
ま
す
。
す
で
に
退
職
者

医
療
制
度
の
保
険
証
を
お

持
ち
の　

歳
以
上
の
方
に

６５

は
３
月
末
に
、
４
月
以
降

　

歳
に
到
達
す
る
方
に
は

６５随
時
、
一
般
の
保
険
証
を

郵
送
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

う
手
続
き
は
、
特
に
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

※
退
職
者
医
療
制
度
…

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
で
、
被
用
者
保

険
に　

年
以
上
ま
た
は　

２０

４０

歳
以
降　

年
以
上
加
入
し

１０

て
い
て
年
金
受
給
権
が
発

生
し
て
い
る
方
が
加
入
す

る
制
度
。
医
療
給
付
や
保

険
料
等
は
一
般
の
国
民
健

康
保
険
と
同
じ
扱
い

�
　

国
民
健
康
保
険
料 

「
支
援
金
分
」
の
追
加

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、

現
在
、「
医
療
分
」
と　

歳
４０

以
上　

歳
未
満
の
方
に
か

６５

か
る
「
介
護
分
」
の
２
つ

の
区
分
か
ら
算
定
さ
れ
ま

す
が
、
新
た
に
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
支
え
る
た

め
の
「
支
援
金
分
」
が
追

加
さ
れ
、
３
区
分
で
の
算

定
と
な
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
４
月
以
降
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

年
金
受
給
者
に
係
る
保

険
料
の
特
別
徴
収
の
開
始

　

現
在
、
国
民
健
康
保
険

料
は
、
納
付
書
や
口
座
振

保
険
料
に
係
る　

　
　
　
　

変
更
点

　

平
成　

年
４
月
の
医
療
制
度
改
正
に
よ
り
、
国

２０

民
健
康
保
険
制
度
も
、
自
己
負
担
割
合
や
保
険
料

の
算
定
方
法
・
納
付
方
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

ま
た
新
た
に
、
保
険
者
ご
と
に
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

替
に
よ
り
「
普
通
徴
収
」

で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年　

月
よ
り
、

２０

１０

一
定
の
条
件
を
満
た
す
年

金
受
給
者
に
つ
い
て
、
年

金
か
ら
保
険
料
が
天
引
き

さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
と
な

る
の
は
、
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
方
で
す
。
①

年
金
給
付
額
が
年
額　

万
１８

円
以
上
あ
る
②
国
民
健
康

保
険
加
入
世
帯
の
世
帯
主

と
加
入
者
全
員
が　

歳
以

６５

上　

歳
未
満
で
あ
る
③
国

７５
民
健
康
保
険
料
と
、
介
護

保
険
料
（
介
護
保
険
特
別

徴
収
対
象
の
方
）
の
合
算

額
が
、
年
金
給
付
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い

�
　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の

７０

７５

方
の
負
担
割
合
の
据
え
置

き
　

平
成　

年
度
の
制
度
改

１８

正
で
、　

歳
以
上　

歳
未

７０

７５

満
で
負
担
割
合
が
１
割
の

方
に
つ
い
て
は
、
平
成　
２０

年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に

見
直
す
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成　

年
３

２１

月　

日
ま
で
の
１
年
間
、

３１
引
き
続
き
１
割
に
据
え
置

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
３
割
負
担
の
方
、
障
害

認
定
に
よ
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
行
す
る
方

は
除
き
ま
す

給
付
等
に
係
る　

　
　
　
　

変
更
点

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度
の
創
設

　

現
在
、
医
療
費
等
が
高

額
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

医
療
、
介
護
の
そ
れ
ぞ
れ

で
、
月
の
利
用
負
担
上
限

額
を
設
け
る
高
額
医
療
費
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
４
月

か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
合
算

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
費
等
が
高
額
に
な

っ
た
世
帯
に
介
護
保
険
の

受
給
者
が
い
る
場
合
、
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
そ

れ
ぞ
れ
の
自
己
負
担
限
度

額
を
適
用
し
た
後
、
年
間

の
医
療
、
介
護
の
自
己
負

担
額
の
合
算
額
が
限
度
額

を
超
え
た
場
合
に
、
超
え

た
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
開
始

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の

４０

７５

被
保
険
者
を
対
象
に
、
糖

尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
た
め
の
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
対

策
を
取
り
入
れ
た
「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保

険
等
の
各
保
険
者
が
主
体

と
な
り
、加
入
者
に
対
し
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
重

点
を
置
い
た
健
診
、
保
健

指
導
を
行
う
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

健
康
を
支
え
る
栄
養
学

健
康
を
支
え
る
栄
養
学

正
し
い
食
生
活
で
健
康
管
理
を

正
し
い
食
生
活
で
健
康
管
理
を

　

市
国
民
健
康
保
険
保
健

事
業
「
健
康
を
支
え
る
栄

養
学
」
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

医
師
・
佐
藤
和
子
さ
ん

の
講
演「
賢
い
子
育
て
で
、

健
康
家
族
！
」
の
ほ
か
、

昼
食
に
は
、
健
康
を
支
え

る
栄
養
学
に
基
づ
い
た

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
弁
当
」

の
販
売
（
要
予
約
・
１
０

０
０
円
・
限
定
３
０
０
食
）

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

１１

　

時
〜　

時　

分
（
受
付

１０

１４

３０

９
時　

分
〜
）
▽
場
所
＝

３０

文
化
会
館
▽
対
象
＝
市
民

▽
申
し
込
み
＝
講
演
会
の

み
参
加
の
方
は
申
込
不
要
。

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
弁
当
」

購
入
希
望
の
方
は
、
３
月

５
日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
健
康
を
支

え
る
栄
養
学
講
演
会
「
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
弁
当
購
入
希

望
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
個
数
を
明
記
）
で

国
保
年
金
課
へ

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７
／
�
７

１
５
０
―
３
３
０
９

　

２
月
２
日
の
「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
日
」
を
前

に
小
山
小
学
校
で
１
月　
３０

日
、
情
報
化
の
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会

が
進
む
中
で
無
責
任
な
書

き
込
み
や
迷
惑
メ
ー
ル
、

有
害
サ
イ
ト
等
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
ろ
う
と
文
科

省
や
総
務
省
が
企
画
し
て

い
る
「
ｅ
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
を
活
用
し
、
日
本

ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
か
ら

吉
田
敏
幸
さ
ん
を
講
師
に

い
ま
す
。
吉
田
さ
ん
は
、

「
車
社
会
も
便
利
だ
が
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な

い
と
事
故
や
犯
罪
が
起
こ

る
。
ネ
ッ
ト
社
会
も
同
じ

で
、
ま
ず
大
人
が
正
し
く

使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

小山小で情報化講演会小山小

保護者等がネット被害を学ぶ保護

　

１
月　

日
、
京
和
ガ
ス

２３

�
の
海
老
原
堯
社
長
が
市

長
室
を
訪
れ
、
流
山
市
ふ

る
さ
と
緑
の
基
金
に　

万
９０

７
２
０
０
円
を
寄
付
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
＝
写
真
。

同
社
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
の
チ
ー
ム
・

マ
イ
ナ
ス
６
％
活
動
の
一

環
と
し
て
、
平
成　

年
１

１８

月
か
ら
「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｗ
Ａ　

エ
コ　

グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

de

ペ
ー
ン
」
を
実
施
。
今
回

は
、
平
成　

年
度
の
キ
ャ

１９

ン
ペ
ー
ン
で
下
半
期
に
集

ま
っ
た
協
賛
金
を
ご
寄
付

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
１
月　

日
、
青

２９

田
の
大
石
喜
三
さ
ん（　

）
８１

か
ら
「
夫
婦
で
年
金
か
ら

少
し
ず
つ
貯
め
た
も
の
で

す
。役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
同
基
金
に
１
０
０
万
円

を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

流
山
市
ふ
る
さ
と
緑
の

基
金
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
市
が
一
体
と
な
っ
て
緑

豊
か
な
流
山
を
実
現
す
る

た
め
設
け
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
寄
付
と
市
か
ら
の

拠
出
金
で
運
営
さ
れ
、
公

園
や
緑
地
の
整
備
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

公園や緑地の整備にと公園や緑地の整備にと
流山市ふるさと流山市ふるさと　　
緑の基金に寄付　　緑の基金に寄付

３万７,４００円均 等 割

公的年金控除および基礎控
いた額に７.１２％を掛けた額

所 得 割

５０万円賦課限度額

保険料額の例　単身世帯の場合

　１２０年金収入額
所得割額…（１）

７割均等割の軽減割合
１１,２軽減後の均等割額…（２）
１１,２保険料額（年額）…（１）＋（２）

※保険料額の例は目安です。後期高齢者でな

保険料額の例　後期高齢者２人世帯

１２０本人
年金収入額

５０万配偶者
０本人

所得割額…（１）
０配偶者

７割均等割の軽減割合
１１,２本人軽減後の均等割額…

（２） １１,２配偶者
２２,４保険料額（年額）…（１）＋（２）

□問 国保年金課
�７１５０－６０７７
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平成２０年２月１５日（金曜日）　　　（　）６第１１５６号

特
別
弔
慰
金
の
支
給

特
別
弔
慰
金
の
支
給

対
象
者
は
３
月

日
ま
で
に
請
求
を

対
象
者
は
３
月　

日
ま
で
に
請
求
を

３１３１

第３回マンション管理基礎セミナー 
２４日、松戸市民劇場で

　分譲マンションは、区分所有者間の合意形成の難しさ、建物構
造上の技術的判断の困難さなど建物の維持管理上の課題が多いこ
とから、適切かつ円滑なマンション管理を推進するため、管理組
合や居住者等を対象としたセミナーを開催します。
　▽日時＝２月２４日�１３時～▽場所＝松戸市民劇場（松戸市）▽対
象／定員＝管理組合の役員、マンション管理の関係者など／５０人
（先着順）▽内容／講師＝別表のとおり▽入場料＝無料▽申し込み
＝電話、またはファックス（参加者氏名（複数の場合は代表者
名、フリガナ）、郵便番号、住所（棟・室番号を必ず記入）、電話
番号、管理組合名、参加人数を明記）で「住まい情報プラザ」へ
　□問 千葉県住宅供給公社総合案内所内「住まい情報プラザ」�
０４３－２２３－３２６６／�０４３－２２３－０００３
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地
域
の
力
で
安
心
・
安
全

地
域
の
力
で
安
心
・
安
全 

空
き
巣
ゼ
ロ
３
６
５
日
を
達
成

空
き
巣
ゼ
ロ
３
６
５
日
を
達
成

　

積
極
的
な
防
犯
活
動
で

「
空
き
巣
ゼ
ロ
３
６
５ 

日
」を
達
成
し
た
と
し
て
、

１
月　

日
、
流
山
警
察
署

３１

（
唐
鎌
茂
夫
署
長
）
と
流

山
防
犯
協
会
連
合
会
（
会

長
・
井
崎
市
長
）
か
ら
、

富
士
見
台
自
治
会
自
主
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
玉
井

俊
彦
隊
長
・　

人
）
と
西

２４

初
石
５
丁
目
第
一
パ
ト
ロ

ー
ル
隊
（
塚
平
眞
行
隊
長

・　

人
）
が
表
彰
さ
れ
ま

１８
し
た
。

　

富
士
見
台
自
治
会
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、

平
成　

年
７
月
に
発
足 

１８

し
、
毎
週
１
回
５
人
程
度

で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
西
初
石

５
丁
目
第
一
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
は
、同
年
３
月
に
設
立
、

週
５
回
不
定
期
に
自
治
会

内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。

　

表
彰
に
当
た
り
、
唐
鎌

流
山
警
察
署
長
か
ら
「
市

民
の
皆
さ
ん
と
市
と
警
察

と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
安

全
な
ま
ち
を
築
い
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
両
隊
に
激

励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

空
き
巣
ゼ
ロ
３
６
５
日

達
成
の
表
彰
は
、
市
内
で

こ
れ
ま
で
に　

団
体
が
受

１４

賞
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
昨
年
９
月
に
美
田
バ

ス
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
、
若
葉

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
早

め
に
ご
請
求
を
。

　

【
対
象
と
な
る
方
】

　

平
成　

年
４
月
１
日
現

１７

在
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
て
い
な
い
方
で
す
。

　

ま
た
、
遺
族
年
金
対
象

者
が
い
な
い
場
合
は
、
次

の
優
先
順
位
で
遺
族
の
方

１
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

�　

戦
没
者
の
子

　

�　

戦
没
者
の
①
父
母

↓
②
孫
↓
③
祖
父
母
↓
④

兄
弟
姉
妹

　

�　

前
記
�
、
�
以
外

の
三
親
等
内
の
親
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
生
計

関
係
を
有
し
た
方

　

【
請
求
期
限
】

　

平
成　

年
３
月　

日
�

２０

３１

　

□問
 

県
健
康
福
祉
指
導
課

援
護
恩
給
室
�
０
４
３
―

２
２
３
―
２
３
４
６
／
市

社
会
福
祉
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
９

今
年
１
月　

日
か
ら
３
月

１１

末
ま
で
を
「
交
通
事
故
抑

止
年
間
目
標
に
向
け
た
年

初
３
か
月
間
対
策
」
の
期

間
と
し
、
市
や
関
係
団
体

と
連
携
を
図
り
交
通
事
故

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

【
実
施
重
点
目
標
】

�
交
通
指
導
取
締
り
の
強

化
�
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
対
策
の
推
進

�
生
活
道
路
に
お
け
る
交

差
点
対
策
の
推
進

　

県
内
の
交
通
事
故
に
よ

る
全
体
の
死
亡
者
数
は
減

少
し
て
い
る
な
か
、
高
齢

者
の
交
通
事
故
死
亡
者
の

割
合
が
年
々
増
加
し
、
昨

年
は
１
１
２
人
（
前
年
比

歩
行
者
や
自
転
車
が
事
故

に
遭
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
ラ
イ
ト
の
点
灯

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
反

射
材
を
自
転
車
に
貼
付
し

た
り
反
射
材
の
つ
い
た
衣

服
を
着
る
こ
と
が
、
こ
う

し
た
事
故
を
防
ぐ
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

　

ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

方
は
、
夕
暮
れ
時
に
は
早

め
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

□問
 

流
山
警
察
署
交
通
課

�
７
１
５
９
―
０
１
１
０

／
市
安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

９
人
増
）
と
全
体
の
４
割

を
超
え
る
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

特
に
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
対
策
に
つ
い
て
強
化

し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

巻
き
込
ま
れ
や
す
い
交
通

事
故
の
実
態
や
事
故
に
遭

わ
な
い
た
め
の
安
全
な
歩

行
、
自
転
車
の
乗
り
方
な

ど
を
指
導
す
る
「
高
齢
者

交
通
安
全
教
室
」を
、老
人

ク
ラ
ブ
等
を
単
位
と
し
て

随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

　　

夜
間
・
夕
暮
れ
時
に
、

　

飲
酒
運
転
な
ど
に
よ
る

危
険
運
転
で
、
尊
い
命
が

失
わ
れ
る
交
通
事
故
が
全

国
で
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
、
１
月
か
ら
３
月

の
年
初
め
に
交
通
死
亡
事

故
が
多
発
し
て
い
る
現
状

か
ら
、千
葉
県
警
察
で
は
、

台
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
勝
手

連
、
清
辺
北
岸
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
が
、　

月
に
は

１１

三
本
松
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
と
流
山
２
丁
目
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
。
各
団
体
と
も
、
地

域
の
安
心
・
安
全
の
た
め

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２

　

昨
年
、
市
内
に
お
け
る

自
転
車
盗
難
は
５
９
４
件

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
だ
け
で
な
く
、
お

出
掛
け
の
際
な
ど
た
と
え

短
時
間
で
も
自
転
車
か
ら

離
れ
る
際
に
は
施
錠
を
お

忘
れ
な
く
。
ま
た
、
ワ
イ

ヤ
ー
錠
を
併
用
す
る
な
ど

し
て
「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

□問
 

流
山
警
察
署
�
７
１

５
９
―
０
１
１
０

交
通
事
故
を
防
ぐ
心
掛
け

交
通
事
故
を
防
ぐ
心
掛
け

反
射
材
の
活
用
や
安
全
歩
行

反
射
材
の
活
用
や
安
全
歩
行

　流山警察署にて２団体が表彰されました

自
転
車
盗
難
に 

ご
注
意
！　
　

　

公
民
館
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
の
基
礎
か
ら
学
び
た
い

と
い
う
方
な
ど
を
対
象 

に
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
支

援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

ま
で
、
パ
ソ
コ
ン
機
能
の

覚
え
た
い
内
容
を
自
分
に

合
っ
た
ペ
ー
ス
で
学
べ
る

個
別
対
応
の
講
座
で
す
。

　

ま
た
、
ワ
ー
ド
機
能
を

使
っ
て
図
や
ワ
ー
ド
ア
ー

ト
、
表
な
ど
の
入
っ
た
チ

ラ
シ
作
成
を
学
ぶ
ワ
ー
ド

中
級
講
座
も
行
い
ま
す
。

　　

▽
期
日
＝
３
月　

日
�

１０

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１１

１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１６

３０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
で

文
字
入
力
が
で
き
る
方
／

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
覚

１８え
た
い
内
容
＝
①
ワ
ー
ド

②
エ
ク
セ
ル
③
メ
ー
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
④
デ
ジ

カ
メ
写
真
の
編
集
▽
参
加

費
＝
２
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
等
）
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
覚
え
た
い
内
容

（
①
〜
④
の
う
ち
一
つ
選

択
）、返
信
用
に
宛
名
を
明

記
の
上
、
２
月　

日
（
必

２５

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

　

―
２
文
化
会
館
へ

１６
　　

▽
期
日
＝
３
月　

日
�

１８

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１９

１３

　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
文

３０

１６

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

「
ワ
ー
ド
入
門
・
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
Ⅰ
講
座
」
修
了

程
度
の
方
／　

人
（
多
数

２０

抽
選
）
▽
内
容
＝
図
や
表

な
ど
の
入
っ
た
チ
ラ
シ
作

成
を
学
ぶ
▽
参
加
費
＝
３

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

等
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
の

上
、
２
月　

日
（
必
着
）

２５

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１

７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

公民館パソコン講座公民館パソコン講座 

　覚えたい内容を覚えたい内容を 

自分のペースで自分のペースで　

高
齢
者
の
交
通
死
亡
事

故
が
増
え
て
い
ま
す

反
射
材
の
活
用
を

自転車に反射材を　自転車に反射材を

講　師内　容

独立行政法人
住宅金融支援機構　職員

マンション共用部分の大規模改修
工事の実例（バリアフリー対策等
を含む）について

千葉県防犯設備士協会　職員マンションの防犯対策について

千葉県マンション管理士会　会員
マンション居住者の高齢化対策 
について

財団法人
マンション管理センター　職員

マンション管理センターの業務 
について

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
支
援

講
座
（
全
２
回
）

ワ
ー
ド
中
級
講
座
（
全

２
回
）

楽しみながらパソコンを　楽しみながらパソコンを
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第１１５６号（　）　　　平成２０年２月１５日（金曜日）７

　健康相談会（医師による講演「生活習慣病の予防」、血圧チ
ェック、健康相談など）（東葛健康友の会主催）＝２月１９日�１４
時～１６時、若葉台自治会館。参加費無料□問 同事務局（東葛病
院内）�７１５９－１０７５
　流山東高校演劇部「さよなら公演」＝２月２４日�１３時～１６時３０
分、生涯学習センター。入場料無料□問 流山東高校・石山�
７１４３－１６１０
　ラウンドダンス無料体験説明会（東葛ラウンドダンスクラブ
主催）＝２月２８日�９時３０分～１２時、生涯学習センター。※３月
開始の初心者講習会の説明会です□問 谷�７１４３－５５０９
　流山の風景を描く会「第６回絵画展」＝３月４日�～９日�９時
３０分～１７時、市立博物館。入場料無料□問 高橋�７１５２－
７３６７
　社交ダンス上達講座（全６回）（Ｄ･Ａ･Ｄ･Ａ舞夢流山サーク
ル主催）＝３月４日・１１日・１８日、４月１日・８日・１５日の火曜１３
時～１４時、南流山センター。参加費３,０００円※未経験者も歓迎
□問 山本�７１４６－０８５０
　第１３回ぐるーぷ彩展（絵画展）＝３月５日�～１１日�１０時～１７
時（５日は１３時から、１０日は休館、１１日は１５時まで）、さわやか
ちば県民プラザ（柏市）。入場料無料□問 幸野�７１５２－
５５２６

　
　ＳＵＮクラブ（卓球）＝毎週火曜１０時～１３時、市民総合体育
館※家庭婦人対象□問 泉�７１５３－７５２５
　友鶴会（太極拳と気功）＝毎週火曜１０時～１１時３０分、西原ふ
るさと会館（柏市）□問 須賀�７１５２－１３３３
　バーニールーム（こども英語）＝毎週木曜１５時３５分～１６時２０
分、さわやかちば県民プラザ（柏市）※幼稚園児対象□問 眞溪（ま
たに）�０９０－５４４１－８０６７
　ブルージェイ・コーラス（ジャズ・コーラス）＝月２回日曜１３
時～１５時、主に生涯学習センター□問 久保尾�７１５０－
０９０６
　芙蓉会（書道）＝第１・３火曜１４時～１６時、文化会館□問 松平�
７１５８－０７２６
　ダンスサークル　エンゼル（社交ダンス）＝毎週木曜１９時３０分
～２１時、文化会館※基本を中心にレッスン□問 �岡�０７０－
６６３０－４０３４
　太極拳サークル＝毎週金曜１３時３０分～１５時、生涯学習セン
ター□問 中村�７１５５－１３７８
　囲碁入門学舎＝毎週水曜１０時～１２時、森の図書館□問 伊藤�
７１５２－８８０７

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約 
２カ月を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１９年１１月・１２月）

測定数値　保証数値
法・条例に
よる規制値

項　　　目

１以下１２月１０以下ー
硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

１０以下１２月３０以下２５０以下
窒素酸化物
（ppm）

３以下１２月１０以下４３０以下
塩化水素
（ppm）

１以下１２月５以下８０以下
ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００５以下１２月０.０３以下ー
水銀

（mg/�Ｎ）

０.００００２９以下１１月０.０１以下１以下
ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間

②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた
日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境政策課�７１５０－６０８３

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９１,９７０台４６,７２０台４５,２５０台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１９年１２月）

青　田東初石西初石若葉台項　　　目

１６７５８２２時　間①騒音　

１（０）１（０）８（０）０（０）日②ＮＯ２　　

無無無無有　無③ＳＰＭ　

★印のあるものは市主催のものです 

第２３８回サロンコンサート 
�♪　今月は２９日に　�♪

　▽日時＝２月２９日�１２時１５分～▽場所
＝市役所１階ロビー▽テーマ＝おもしろ
タイトル曲集「題名の濃い音楽会」▽曲
目＝①まぬけの初めの歌②楽譜かお金
か③バブビボビュ④ナマコの胎児⑤セ
リョ坊主⑥昨日いらっしって下さい⑦
たあんき　ぽーんき⑧２人のおかしなお
ばさんが、ケンカをしました⑨嘆き、ま
たはマハと夜鳴きうぐいす⑩ミ・ア・ウ
⑪ジュ・トゥ・ヴ▽出演＝長谷川千恵子
（歌）、桑山麻理子、西澤佳恵子（ピアノ）
　□問 流 山 市 音 楽 家 協 会・里 舘 �
７１５３－４０８５

市民伝言板 

□ 問 秘書広報課 � 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流
山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある
掲載申込書（市ホームページからもダウンロード可）に必要事項を記
入の上、秘書広報課に提出を。なお、イベントは掲載希望号の１
カ月前までに。 
　掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場所、
問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするように
お願いします。 

－ 

イ ベ ン ト

サ ー ク ル 労働者、事業主の皆さまへ労働者、事業主の皆さまへ 
職場のトラブル、解決へのお手伝い職場のトラブル、解決へのお手伝い
　解雇や配置転換、賃下げやいじめなど、労使間のトラ

ブルで悩んでいませんか。お気軽にご相談ください。

【相談日／時間】月～金曜（祝日を除く）／９時～１７時
【相談窓口】
　①　柏総合労働相談コーナー

　（�７１６３－０２４５）
　②　千葉労働局総合労働相談コーナー

　（�０４３－２２１－２３０３）
　③　千葉駅前総合労働相談コーナー

　（�０１２０－２５０－６５０）

�
　

★
聴
覚
障
害
者
の
た
め

の
日
曜
教
室

　

▽
日
時
＝
３
月
９
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
南

１０

１５

流
山
福
祉
会
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
の
聴
覚

障
害
を
も
つ
方
と
そ
の
家

族
／　

人（
先
着
順
）▽
内

２０

容
＝
午
前
…
健
康
体
操
、

午
後
…
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
※
手
話
通
訳
、
要
約

筆
記
通
訳
あ
り
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
体
育

館
用
シ
ュ
ー
ズ
▽
申
し
込

み
＝
２
月　

日
ま
で
に
電

２９

話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

　

★
身
体
障
害
者
の
た
め

の
料
理
講
座

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

１１

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
南

１０

１３

流
山
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容

２０＝
調
理
実
習
「
カ
ラ
フ
ル

手
ま
り
寿
司
、
マ
ヨ
ミ
ソ

講
座
・
講
演

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
和
風
ス

ー
プ
、
簡
単
ア
ッ
プ
ル
パ

イ
」、自
助
具
の
紹
介
▽
参

加
費
＝
７
０
０
円
程
度

（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
＝

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
▽
申

し
込
み
＝
２
月　

日
ま
で

２９

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

講
座

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
、
市
民
を
対
象
と

し
た
講
座
で
す
。

　

①
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
英
語

講
座
（
全　

回
）

１０

　

▽
期
日
＝
３
月　

日
〜

１０

６
月
２
日
の
月
曜
（
４
月

７
日
・　

日
、
５
月
５
日

２８

を
除
く
）
▽
時
間
＝　

時
１０

〜　

時　

分
▽
定
員
＝　

１１

５０

２０

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費

＝
１
回
５
０
０
円
▽
持
ち

物
＝
筆
記
用
具
、
英
語
の

辞
書
ま
た
は
電
子
辞
書

　

②
役
立
つ
英
語
講
座

（
全　

回
）

１０

　

▽
期
日
＝
３
月　

日
〜

１１

５
月　

日
の
火
曜
（
祝
日

２７

等
を
除
く
）
▽
時
間
＝　
１０

時
〜　

時
▽
定
員
＝　

人

１２

２０

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

１
回
５
０
０
円
▽
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
、
英
語
の
辞

書
ま
た
は
電
子
辞
書

　

【
申
し
込
み
】

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
（
参
加
希
望
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
）
で
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

／
�
７
１
５
９
―
６
６
３

９�
　

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

２０

映
画
・
公
演

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
森

１４

１５

の
図
書
館
▽
内
容
＝
人
形

劇
「
た
の
し
い
さ
か
な
つ

り
」
▽
出
演
＝
人
形
劇
団

レ
イ
ン
ボ
ー
▽
入
場
料
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

★
「
流
山
市
ス
ポ
ー
ツ

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
」
参
加
者
の
募
集

　

▽
期
日
／
場
所
＝
①
３

月　

日
�
／
総
合
運
動
公

１２
園
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
②
３

月　

日
�
／
上
耕
地
運
動

１４
場
▽
時
間
＝
い
ず
れ
も　
１３

時　

分
競
技
開
始
予
定
※

１５
受
け
付
け
は　

時　

分
〜

１２

３０

　

時
▽
対
象
＝
市
民
（
性

１３別
、
年
齢
は
不
問
）
※
２

人
１
組
で
申
し
込
み
▽
種

目
＝
ペ
ア
の
部
▽
ル
ー
ル

＝
２
人
１
組
で
交
互
に
ボ

ー
ル
を
打
ち
、
規
定
ホ
ー

ル
を
回
る
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
２
月　
１８

日
か
ら　

日
ま
で
に
、
電

２９

話
で
生
涯
学
習
課
へ
（
土

・
日
曜
を
除
く
）

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

�
　

★
環
境
審
議
会

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１８

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１３▽
内
容
＝
路
上
喫
煙
・
ポ

イ
捨
て
防
止
重
点
区
域
の

大
会
・
試
合

施
策
会
議　
傍聴可

指
定
に
つ
い
て
ほ
か

　

□問
 

環
境
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

�
　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

①
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ

（
平
和
台
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
流
山
北

小
１
〜
３
年
生
の
放
課
後

保
育
▽
応
募
資
格
＝
長
期

勤
務
可
能
な
方
▽
勤
務
日

＝
土
曜
を
含
む
週
３
〜
４

日
程
度
▽
勤
務
時
間
＝
４

〜
５
時
間
程
度
（
平
日
は

午
後
、
土
曜
は
午
前
ま
た

は
午
後
）
▽
時
間
給
＝
８

０
０
円
※
詳
細
は
平
日
午

後
に
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
�

７
１
５
９
―
５
９
２
１

　

②
お
お
ぞ
ら
学
童
（
流

山
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
流
山
小

１
〜
３
年
生
の
放
課
後
保

育
▽
勤
務
日
＝
週
３
〜
４

資
格
・
求
人

日
程
度
▽
勤
務
時
間
＝　
１４

時　

分
〜　

時　

分
▽
時

３０

１８

３０

間
給
＝
８
０
０
円
※
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

お
お
ぞ
ら
学
童
�
７

１
５
０
―
２
６
５
６

�
　

「
第
２
回
流
山
市
小
中

学
生
写
真
展
」
作
品
募
集

　

▽
対
象
＝
市
内
お
よ
び

松
戸
・
柏
・
野
田
市
在
住

の
小
・
中
学
生
▽
テ
ー
マ

＝
自
由
（
撮
影
日
・
場
所

も
不
問
）
▽
規
格
等
＝
Ａ

４
サ
イ
ズ
で
１
人
３
点
以

内
※
デ
ジ
カ
メ
可
、
組
写

真
は
不
可
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
応
募
方
法
＝
２
月　
２６

日
ま
で
に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
へ
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を
※
各
賞
あ
り
。
作

品
は
３
月
１
日
�
か
ら
９

日
�
ま
で
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
展
示
し
ま
す

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

そ
の
他

管轄保健所が変わります
　柏市の中核市移行に伴い、現在の柏健康福祉センター
（柏保健所）が今年３月末に廃止となります。このため、
流山市の管轄保健所は４月から松戸健康福祉センター（松
戸保健所）に変更となる予定です。
　詳細が分かり次第、広報紙等でお知らせします。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

県の水質検査業務 
３月の受付をもって廃止に

　現在、千葉県の健康福祉センター（保健所）で実施して
いる「水質検査（飲料水、プール水）」については、今年
３月の受付をもって廃止することになりました。
　４月以降は、民間の水質検査機関をご利用ください。※
水質検査機関についてなど、詳細はお問い合わせください
　□問 柏健康福祉センター�７１６７－１２５５

　内閣府では、「平成２０年度男女共同参画週間」の標語を募集しています。応募は２月２９日までに。標語の
提出方法など、詳細は問い合わせを。□問 内閣府男女共同参画局総務課�０３－３５８１－２０２２
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燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥燥
の
季
節

の
季
節 

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を

強強
風風
とと
乾乾
燥燥
の
季
節

の
季
節 

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を

放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
を

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

寒
雀
不
随
の
祖
母
の
友
と
な
す 

思　
　
　

井 

斉
藤　

順
子

母
が
読
み
子
ら
が
取
り
た
る
歌
留
多
か
な 

美　
　
　

原 

林
田　

ゆ
う

年
賀
状
ね
ず
み
百
匹
描
き
に
け
り 

富
士
見
台 

後
閑　

達
雄

冬
帽
子
粋
に
こ
な
し
て
老
と
見
ず 

東　

深　

井 

戸
谷
ヤ
エ
ノ

寄
鍋
や
妻
に
す
す
め
る
小
盃 

松　

ケ　

丘 

皆
川　

春
海

【
評
】
一
句
目　

小
動
物
と
老
い
た
る
人
へ
の
労
り
の
情
感
を
に
じ
ま
せ
る
一
句
。

ふ
と
一
茶
の
句
を
思
い
出
し
、
い
つ
に
変
わ
ら
ぬ
人
間
と
自
然
界
の
付
合
い
の
深
さ

を
心
に
し
た
。
二
句
目　

懐
か
し
く
も
嬉
し
い
お
正
月
の
原
風
景
で
あ
る
。
母
が
読

む
と
あ
れ
ば
百
人
一
首
よ
り
は
い
ろ
は
か
る
た
、
江
戸
が
る
た
の
類
で
あ
ろ
う
。
子

ど
も
は
そ
の
言
葉
か
ら
、
浮
世
の
事
ど
も
を
学
ぶ
機
会
を
得
る
の
で
あ
る
。
三
句
目

今
年
は
十
二
支
の
一
の
子
、
ね
ず
み
年
で
あ
る
。
ね
ず
み
は
多
産
系
で
人
の
世
の
栄

え
を
象
徴
す
る
と
も
言
わ
れ
る
。
賀
状
一
枚
一
枚
に
ね
ず
み
の
絵
を
書
き
、
繁
栄
を

祈
念
す
る
と
い
う
心
持
ち
で
あ
る
。
四
句
目　

長
寿
社
会
の
今
は
、
老
い
を
忘
れ
て

生
き
る
に
如
か
ず
。
冬
帽
一
つ
に
粋
を
凝
ら
し
て
の
正
月
気
分
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ

る
。
五
句
目　

小
品
な
が
ら
偕
老
・
心
の
通
う
情
感
の
温
か
い
一
刻
で
あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

湯
の
宿
に 
孫  
娘 
と
団
欒
満
ち
足
り
て
窓
外
の
杉
に
春
す
ぎ
て
啼
く

ま
ご 
こ

 

若
葉
台 

舟
橋　

房
子

 
捩 
り
草
曲
り
な
が
ら
も
凛
と
咲
き
わ
れ
の
歩
み
に
希
望
を
照
ら
す

ね
じ

 

西
平
井 

白
坂　

京
子

息
子
よ
り
の
ダ
ウ
ン
コ
ー
ト
大
き
す
ぎ
文
句
言
い
つ
つ
部
屋
着
に 
暖 
し

ぬ
く

 

若
葉
台 

中
澤
き
ぬ
こ

【
評
】
舟
橋
氏　

孫
娘
と
の
温
泉
の
旅
、 
昂  
揚 
し
た
気
持
の
爽
快
感
が
、
上
句
と
下

こ
う 
よ
う

句
へ
の
対
比
が
巧
み
で
、
作
者
の
心
の
表
現
も
吐
露
さ
れ
て
い
る
。 
老  
鶯 
は
、
年
を

ろ
う 
お
う

重
ね
て
老
い
る
の
こ
と
で
は
な
く
、
晩
春
か
ら
夏
に
か
け
て
鳴
く
鶯
の
意
で
あ
る
。

白
坂
氏　

何
の 
衒 
い
も
技
巧
を
駆
使
し
た
跡
も
な
い
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
す
っ
と
伝

て
ら

わ
っ
て
く
る
も
の
が
あ
る
。「
充
実
し
た
生
」
に
対
す
る
想
い
が
郷
愁
の
よ
う
に
呼
び

覚
ま
さ
れ
て
共
感
を
呼
ぶ
。
淡
い
光
の
よ
う
に
、
あ
こ
が
れ
の
よ
う
に
、
現
実
の
き

び
し
さ
を
乗
り
こ
え
て
花
の
い
の
ち
は
聖
で
あ
る
。
中
澤
氏　

日
常
生
活
の
一
場
面

が
リ
ア
ル
に
、
母
と
息
子
を
浮
か
び
出
し
た
、
豊
満
な
時
代
に
必
ず「
勿
体
な
い
」の

ア
ク
シ
ョ
ン
の
通
底
に
よ
り
ダ
ウ
ン
コ
ー
ト
を
着
る
羽
目
に
、
大
き
く
て
も
暖
か
い

方
が
勝
利
者
と
宜
う
必
然
性
が
自
在
で
あ
る
。

短歌

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　

成
人
の
君
へ　
　
　

松
ケ
丘　
　

皆
川　

春
安

　

窓
を
開
け
て
み
よ
う

思
い
切
っ
て
全
開
に

そ
こ
は
い
つ
で
も

新
し
い
風
が
頬
を
熱
く
し

何
か
が
飛
び
込
ん
で
く
る

天
空
に
は
木
々
が
舞
い

若
い
緑
が
声
援
を
送
る

新
し
い
風
が
入
る
部
屋
は

躍
動
と
歓
喜
に
満
ち

未
来
へ
の
ス
テ
ッ
プ
は

時
と
し
て
熱
血
が
騒
ぐ

人
生
の
歩
み
は
静
と
動

そ
の
軌
跡
は
陰
と
陽
と

鉄
は
熱
い
う
ち
に
鍛
え

哲
は
老
い
て
の
ち
ひ
も
と
き

決
し
て
急
ぐ
べ
か
ら
ず

己
の
道
は
未
知
の
道

先
人
の
道
を
大
切
に

い
ま
こ
そ
社
会
は

君
を
必
要
と
し
て
い
る

　
さ
あ　

夢
に
向
か
っ
て
ゴ
ー

【評】老いから若さへ、人の世は絶えず引き継がれる。若さに向け
て呼びかける作者の心は気迫に満ちているが、若さの盛りの君は、

不安に身を奮わせ、生き急ごうとしているに違いない。青葉を一枚

ひん剥けば、暗黒の世界が広がっている。その淵を飛び越えた者だ

けが大人の世界に仲間入りできるのだろう。

詩

６
月
か
ら
義
務
化

既
存
住
宅
に
も
火
災
警
報
器
を

春の全国火 
災予防運動

大大大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切切切なななななななななななななななな文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化財財財財財財財財財財財財財財財財をををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守ろろろろろろろろろろろろろろろろうううううううううううううううう大切な文化財を守ろう

生
し
た
住
宅
火
災
か
ら
の

死
者
を
減
ら
す
た
め
に
義

務
化
す
る
も
の
で
す
。

警
報
器
の
種
類

　

一
般
的
に
、
煙
式
と
熱

式
の
警
報
器
が
普
及
し
て

い
ま
す
（
図
参
照
）。

　

一
茶
双
樹
記
念
館
で

は
、
３
月
１
日
�
か
ら　
３０

日
�
ま
で
企
画
展
「
流
山

と
み
り
ん
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

俳
人
・
小
林
一
茶
と
、

流
山
の
醸
造
家
・
五
代
目

秋
元
三
左
衛
門
（
俳
号
双

樹
）の
交
友
の
地
で
あ
り
、

往
時
の
流
山
み
り
ん
黄
金

時
代
を
偲
ば
せ
る
同
記
念

館
で
開
催
す
る
も
の
。
流

山
の
み
り
ん
は
、
江
戸
か

ら
関
東
一
円
に
広
ま
り
、

天
晴
み
り
ん
、
万
上
み
り

ん
は
、
１
８
７
３
年
の
ウ

ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
に
も

出
品
さ
れ
、
有
功
賞
牌
を

授
与
さ
れ
る
な
ど
、
江
戸

後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
、

み
り
ん
と
い
え
ば
流
山
と

い
う
ほ
ど
の
黄
金
時
代
を

迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
３

月　

日
�
・　

日
�
に
は

１５

１６

千
葉
大
学
華
道
部
に
よ
る

華
展
や
体
験
教
室
も
開 

催
。
隣
接
す
る
杜
の
ア
ト

リ
エ
黎
明
で
は
、
３
月
１

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
流

２３

山
の
歴
史
・
文
化
・
自
然

の
紹
介
と
「
流
山
ふ
る
さ

と
産
品
」
の
展
示
販
売
な

ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

入
館
料
は
一
茶
双
樹
記

念
館
が
大
人
１
０
０
円
、

杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
は
無

料
。
毎
週
月
曜
日
休
館
。

　

□問
 

一
茶
双
樹
記
念
館
�

７
１
５
０
―
５
７
５
０

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま

で「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

が
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
運
動
初
日
の

１
日
午
前
７
時
に
、
市
内

一
斉
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
て
防
火
を
呼
び
掛
け
ま

す
。
火
災
と
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
中
、
市
内
で
発
生

し
た
火
災
は　

件
で
、
前

４４

年
よ
り
４
件
の
減
少
で
す
。

　

火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
、

前
年
と
同
じ
放
火
（
疑
い

含
む
）
で
し
た
。
放
火
さ

れ
な
い
環
境
づ
く
り
に 

は
、
各
家
庭
と
地
域
が
連

携
し
て
、
燃
え
る
も
の
を

屋
外
に
放
置
し
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
火

災
種
別
で
は　

件
が
建
物

２７

火
災
で
し
た
。
火
災
の
早

期
発
見
と
素
早
い
避
難
の

た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
早
め
に
設
置
し
ま
し

ょ
う
。

　

今
年
６
月
１
日
か
ら
、

流
山
市
火
災
予
防
条
例
に

よ
り
、既
存
住
宅
へ
の「
住

宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設

置
が
義
務
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
就
寝
中
に
発

　

小
山
小
学
校
の
児
童
２

３
５
人
が
人
文
字
で
防
火

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
流

山
市
防
火
安
全
協
会
（
東

善
男
会
長
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
毎
年
、
セ
ス
ナ

機
で
上
空
か
ら
防
火
を
呼

び
掛
け
る
広
報
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
が
、
一
昨
年

か
ら
人
文
字
の
撮
影
も
始

め
た
も
の
で
す
。

設
置
す
る
場
所

　

本
条
例
で
は
、
煙
式
の

警
報
器
を
「
寝
室
、
階
段
、

廊
下
」
に
設
置
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す（
た
だ
し
、

廊
下
に
つ
い
て
は
、
一
つ

の
階
に
７
㎡
以
上
の
居
室

が
５
つ
以
上
あ
る
場
合
に

設
置
が
必
要
）。

　

な
お
、
義
務
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、「
台
所
」
に
は

熱
式
の
警
報
器
の
設
置
を

お
勧
め
し
ま
す
。

悪
質
な
訪
問 

販
売
に
ご
注
意
を

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
に
伴
い
、
悪
質

な
訪
問
販
売
が
全
国
的
に

増
え
て
い
ま
す
。

　

警
報
器
は
、
信
頼
の
で

き
る
販
売
店
で
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。
価
格
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
７
０
０
０

円
前
後
で
販
売
さ
れ
、
取

り
付
け
も
容
易
な
も
の
が

普
及
し
て
い
ま
す
。

　

※
詳
細
は
、
消
防
本
部

予
防
課
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

□問
 

消
防
本
部
予
防
課
�

７
１
５
８
―
０
２
７
０

み
り
ん
の
企
画
展

３
月
か
ら
一
茶
双
樹
記
念
館
で

人
文
字
で
防
火

を
呼
び
掛
け

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

出初式でＡＥＤの使用法を学ぶ
　１月１２日、文化会館で消防出初式が行われ、消
防団員など関係者約６００人が参加しました。救急隊
によるＡＥＤ（自動体外式除細動器）を用いた応
急手当の訓練が披露されました。消防本部では、
救急隊によるＡＥＤを取り入れた「普通救命講習
会」を開催しています。□問 中央消防署�７１５８
－０２６６／北消防署�７１５２－０１１９天晴みりんのビン　天晴みりんのビン

　文化財防火デーを前に１月２５日、一茶双樹記念館での火災を想定し、
消防隊による記念物の搬出訓練や消火訓練等が行われました。文化財防
火デーは、昭和２４年１月２６日に、現存する世界最古の木造建造物である
奈良県斑鳩町の法隆寺金堂が炎上し、壁画が焼損したことを契機に制定
されました。

熱式　熱式 煙式　煙式
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住 宅 用 火 災 警 報 器
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